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綴じ 込み 付録 : よい この すご ろく 


めげ ソウ 

イバラ ー ド に 登場 する キャ ラク ター。 

めげ ゾウ を 見 る と 、 優 し い 心 を 持っ た 者 に は プ 
ラス の 効果 を 発揮 し 、 励 まさ れ 力 を 与え られ る 
が 、 打 算 的 で 計算 高い 者 に は マイ ナス に 働き 、 
魔法 の 力 や や る 気 な ど が な く な っ て し まう 。 
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井上 直久 

画家 。 大 阪 府 茨 木 市 在住 。 デ ザイ ナー、 高 校 教師 、 大 学 教授 
な どの 経歴 の 傍ら 、 絵 画 、 漫 画 、 絵 本 や アニ メー ショ ン な ど 
ジャ ン ル を 超え て 多岐 に わた る 作品 を 手がけ て きた 。 自 身 の 
描く 作品 を 『 イ バラ ー ド 』 と 名 付け 、「 ど こと か で 見 た よう な 
懐か し い 」 気持 ち に させ て くれ る 絵画 と し て 、 国 を 問わ ず 多 
く の 人 た ちか ら 親 し まれ て いる 。 ス タ ジ オ ジブ リ と の 関わ り 
も 深く 、 映 画 の 背景 画 や ジブ リ 美 術 館 の 壁画 の 制作 に 携わる 。 
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春日 丘 高校 前 の 交差 点 。 高 校 教師 時 代 に 撮影 


Photo courtesy of Naohisa Inoue 
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茨木 市 ・ 本 町 商店 街 
1990 年代 撮 影 


Pholo courtesy of Naohisa Inoue 
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《 ア ー ケ ー ド 2009》 2009 


用 用 


Photo courtesy of Naohisa Inoue 


茨木 阪急 本 通商 店 街 
2004 年 代 撮影 


IBLARD GUIDELINE 1I 


イバラ ー ド に 描か れる 住人 は 実在 の 人 物 が モチ ー フ 。 で も 子供 と 女性 が 多く 描か れ て いる の で 、 
「 男 性 の 大 人 は あん まり いな い の ?」「 男 性 は イバラ ー ド へ 行き に くい の ? 」 な どの 質問 が あり 
ます 。 し か し 、 オ トナ も お じい さん も 、 男の子 も いま す 。 イ バラ ー ド の 住人 は 多かれ 少な か れ 、 
ほぼ みん な 魔法 使い な の で 、 見 つけ る の が 難し く 、 絵 に も 描き に くい の だ そう で す 。 
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井上 直久 の 意 下 
1948 年 -2017 年 


直久 さん 直々 の 手書き の 年 譜 と 写真 と 作品 で 、 歩 ん で きた 半生 を 辿り ます 。 


1 部 で す が 、 ご 紹介 いた し ます 。 
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日 本 画 の よう な 色 と セ ザン ヌ の よう な タッ チ て 卒業 制作 を 描 を まし た 。 


大 学 2 年 生 の 時 の 作品 
(異国 の 姫君 
ジョ ル ジ ュ ・ ル オー を モチ ー フ に 


人 
6 枚 一 組 の 絵 と な っ て いま す 


《 赤 い 二 つの 星 》 《 家 を 刻ん だ 塔 》 < 飛行船 と 3 つの 塔 》  《 原 揚げ を し た 日 》 


生徒 に 見 せる た め に 描い た も の で す 


高校 教師 時 代 (1982 年 2 ) の 作例 。 大 阪 府立 春日 丘 高校 に 


1973 年 赴任 


この 年 譜 は 、 井 上 直久 さん 自身 の 記憶 を 元 に 制作 され た も の で す (2917 年 3 月 17 日) 。 


「 若 干 事実 と 異な る 記述 が ある か も し われ ま せん が 
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《 花 1》 1978 


《 野 の 工房 》 
20 代 最後 の 作品 


て 四角 〉 - (コズミック ・ ハ ッ ト ) 
20 代 最後 の 作品 


1 履 の DM か ら 


た むら し げ る さん 
靖 田 に 生ま れ 、 す ぐに 八王子 に 移り 住 お 。 印刷 会 社 
に デザ イナ ー と し て 勤務 後 、1976 年 、 絵 本 「 あ り 
と すい か 」 出 版 と 同時 に フリ ー に 。 イ ラス トレ ー シ ョ 
ン 、 絵 本 、 マ ン ガ 、 映 像 作品 な ど 幅 広く 活躍 中 。 
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)JG 導 計 握 。 p つ 辻 策 室 和 避 急 9 
天 叶 し 渕 計 ロ し 8 民営 G 世 へ 的 表 
卒倒 回 い しろ 9K 宮 窟 G 六 志和 を ” 選 公 
中 ポ ンマ に 杜 く ンス) 崇 倒 沈 天 Di)9 
芝 加 会 しめ p 二 所 2 ぐし "うつ 遇 る 必 


つ R* 
ト ハ PNG 訟 半日 や て 避 交 『 走 軸 つ 
半径 丸 稚 較 』 8" 攻 豆 つ 泥 共 0 


や 六 走 切 
計る 守 忌 問 褒 。 展 避 部 会 訪 震 区 室 
思 会 つや? 


『 お る 替 ペ ーー』 年 ・ 全 交 選 上 る 
『 く 必 お DS』 年 ・ 三 三 征 

和幸 @ 七 合羽 Q 還 員 で 汚染 避 澄 恋 必 つ 
沖 各 お うつ 尺 環 赴 め 光 
90 っ 光 べ 評 補 只 @ 例 党 交 舞っ 丸 症 本 
SMP し" 上手 届 選 人 キハ さ 『 球 描 由 ・ 革 中 
奈 中 』 居 きじ 入選 所 半 天 走 
可 味 で hG 時 唱 GP ロ 共 軸 揚 G『 叶 
叶 際 』 尋 9 本 っ が つ " 比 氏 聞 寄 
Qp 還 共 や S 立 江 へ 閣府 対 つ し h93) 
JNN8 答 つつ! 

各 GSG う つつ しろ 二 生 / 選 光 
せる つぶ 思 刊 記 、 し ^ ズ 認 認 共 ) 誰 
シ っ 重 べ 公選 る SNeSP” 打 由 部 羽 め る 
19 公 基 つ で や -S? 

人 8 全 やじ 定 を ぐ 丹 図 つ 選 「 走 め 」 天 科 
St よく つが コ に マ ドロ 
混 で hG 交 つ っ 呈 補 G 私 りり 公選 表 ビ 
Sh@G 公 本 間 0 避 で SQ 
局 如 叶い 6 つ 丸 "1 所 『 お る 揚 で ー』 
登り で の 呈 導 呈 癌 雪 和 を 会 癌 つ 嗣 く G 慰 妹 
つめ る 0 マロ ル 知 の 翌 環 会 
幼 S 償 じ ぉ 記 " 
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Jonathan Swift『 ガ リヴ ァ ー 旅 行 記 』『 桶 物語 』、Lewis Carroll『 不 思 議 の 国 の アリ ス 』 
『 鏡 の 国 の アリ ス 』、 大 伴 家持 『 万 葉 集 』、Jean-Fugene Atget『 ア ジェ の パリ 』、 吉 田 


戦車 『 伝 染 (うつ ) る ん で す 。』、 山 上 た つ ひ こ 『 が き デ カ 』、 魔 夜 峰 央 『 パ タリ ロ !』、 


杉浦 茂 『 少年 西遊 記 』、 Albert Camus 『 異 邦人 』、 Stendhal『 赤 と 黒 』、 鴨川 つば め 『 マ 


カロ ニ ほ うれ ん 荘 』、 稲垣 足 穂 、〕. R.R. Tolkien 『 指 輪 物語 』、 夏 目 激 石 『 吾 敬 は 猫 で 
ある 』、Laurence Sterme『 ト リス トラ ム ・ シ ャ ン デ ィ 』、W. Somerset Maugham『 太 


平 洋 』、 九 井 計 子 『 ダ ンジ ョ ン 館 』 な ど (順不同 ) 


伝 ? 


観 


「 


『Groundhog Day 
( 僅 49 ト キ ・ 和 T)』 
明 定 : く ロ スー・N の KK 


密 公 点 当 人 る 訳 そ め 如 宮村 
INNA 和 を 散 公 選 当 mmG 設 
計 朴 じ ” 8 妨 的 室生 N9 会 で 
うめ 地 @ 給 で 対 選 ie 会う 心 
S 装 で て で ヘー ロ つ 丸 ロ G 負 編 
GSJ 胃 部 お GS 所 
公 ” 巡 宮 G 層 じ つろ 貢 へ 別 つつ 
会 地 G 写 淫 公 称 補 66 くろ 心 
癌 届 ぐ トー ル SD しろ" 
医 還 3 JG 誠 固 人 洛 半 N@ 富 福 
つ 妨 倍 @ 器 し 8 光 ソン” 居 革 回 ぐ 
培 密 SN0J 交 代 つ いろ 
pm" INK て 6 着 醒 お” 洋 墜 ミー 
h 公 避 表 や お 所 つ お 中 GG 盟 才 
9@ 癌 還 休 人 G 宛 放 生 つ 倒 
つ 7『 失 4 人 ト キ ・h』 し 人 
和 愉 和 名 …… 7 く AEkxJ5) 
G 吾 園 ′ SSM 必 勲 全 如 人 丸 
べし ちろ 心 功 国選 約 % じ 
8 避 部 2 で し ちり で 86 夫 7 
公会 避 う べ 色 19@G8 箱 妨 
そく JO 
p 休 ろ <S" つ 倒 


つ 図 6G38” JS 習 
KMK 六 情 委 会 つ 一 
G 提 会 お し DS 


拉 加 人 避 つ る 癌 園 対 弧 
に SE てい 
和 色 玖 上 W ビ つ 孝 條 りう) 
くい? 


『The Illusionist 
(で ヘリ ヨー 稚 馬 利 父 )』 
器 計 へ 人 か へ ・ の 表 人 へ 


水 加 Q つ 公 0S も jp" Sp 
下 SnAQ3spn | 前 還 淫 る 
人 9 村 0 忍 諸 る 癌 う 富 守 じ ゃ * 
トリ X 衣 軸 じ せく つ 光 へ S 還 窟 
計 守 96 つ 忍 " 沖 喉 還 臣 守 
獣 塞 避 つ 公 D 丸 し j" べ 叶 G 拓 
DEL こく 介 導 の だ つい やす つく 
団 ” NG 工人 色 回 \9JJNGS 
AJ/ 孝 朋 療 装 半 負 じ 貴 
半 舞 MP" 導 て 和 人 央 
S 因 1 福 " 局 @ ぐ XSh@※※ る 名 じ 
時 JR 丸 性 瀬 ぎ GSNe 宮 計 う 
誠 室 …" JH へ SRA 艇 て 
へ て の 還る し 訳し pQn 刀 沖 
必 湯 0GSh@ 藤 っ 霊 公 QR 
いで て G ロ ーー る 畔 
GS 衣 を 会 へ サー に KA 名 篤 設 
や っ つ "りり で 色 GS 鶴 江 計 慈 he 
や へ いせ る SG 悪 つく うつ 
句 2 室 湿 室 公 避 褒 望 で 。 演 
に で vot0E で だい IEJ に 1 
の 6 生 " 


『Les Parapluies de Cherbourg』 


その 他 、『Pride and Prejudice』、 
『Blade Runner』、『Week-end』、 
『Miss Potter』 な ど (順不同 ) 


『Chitty Chitty Bang Bang』、 


2ー」 


ーー 
ーー 


「 何 聴い 


The Beatles (や ・ ジ ーー へ ペ 人 ) 


症 品 明和 計 G 色 「Im My Life」P 篤 。 旨 
己 ポ 計 し" 部 悪人 坦 窟 一 時 HG 壮 き 7 
ーー 人 K 生 便 ロ ー つ RG OS へ ト 
いよ くに に 
S 鐘 家 G に 中 し じ 皿 人 る し 4 所 味 区 上 芋 開 じ 「All 
You Need Is Love」S 之 癌 史記 局 漠 じ 宗 お ぐし 
6" 問屋 め 持 め 季 琴 忘 表 め いさ くさ SHA や 
か トー)pvG 池 寺 p。 電 じ 還 お SS 民 し h9 ろ 心 
壮 誰 会 Q38” 折 穴 喝 お 8 ン 亜 生得 調剤 詳 を 
半 的 避 い うじ め 代 鹿 人 9 で 6 つ 選 サー と ベ 代 
G 志 3 穴 皇 の つ し じゃ 揚 環 きつ し め 漁 連 避 つ マ " 
つ 公 つ " 帯 G% 愉 宮守 早 二 p く し っ n9aJ7 
49p 当 区 の 秦 箇 の 必 回 お 如 ン 衝 で し” トム 
て トト て や ふ 錠 洪 堂 調 対 肖 つ "で め 履 紀和 570 
ン さ SG 喉 池 G て 人 守 ・INA 選 さ へ 多 設 拓 部 
Hi トマ ャ ーG 必 て さき KJ6 記 で し ろ 季 "の 
つ " タ ーー ミ さ 人 KOpYOQ8 ト 心 装 設 0 で し? 
給 汽 近 G ふ 家 つ トー 押し 稚 っ め ペ 
ゴゴ 吾 G 筐 記 p 案 玩 じ 06 加 惑 的 つ レ ピン 妨 人 Oh9 
7 ロー の を キハ 倒 っ N6Q387 認 閉 っ VWG 
ロー 和光 度 0 し つ 才 愉 明 る 6p" INA 
や 舞 ※※G 居 甘 8 人 ひる 必須 つ 京 裳 の 壮 D じ ろ 
し ロ 和 トー を ロジ リー し お 光っ トー の つ 
CCC に 08 


「William Tell Overture (や で トコ ・ ト 光二)」 
Gioachino Antonio Rossini 


マ 輸 ンス GS 癖 SG 傾 @ ゴ マ 肖 0 に 回 る じ 
8 つま S" JJ38 末 宣 お や ぐ ヘ ハー へ 」「 り 2 中 
AM た) 月 は <) こ 1 こん つぐ くい FI 
ロン で だら 公 下 や の へ ぐ 箕 窒 じ つ 選 8 
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The Honeycombs「Have The Right 」、Glenn Gould 「Goldberg-Variationen」、 


Queen「The Show Must Go On」、Sylvie Vartan「Cherchez lidole」、Franz Liszt 


「Hungarian Rhapsodies」、 Roberta Flack「Killing me softly」、 Bob Hope 「Buttons 


and Bows」、Paul Simon「A Church Is Burning」、Pat Boone「Love Letters In 
The Sand」、The Roliing Stones と 「Paint It Back」 な ど で の Brian Jones の 演奏 、 


Herman's Hermits、Kraftwerk、Pink Floyd、The Hollies、Depeche Mode、The 


Animals、Sparks、Johann Bach、 な ど (順不同 ) 


去 


Pottery 


高校 教師 の 頃 、 授 業 で 陶芸 を し よう と 校庭 の は 
ずれ に 耐火 レン ガ を 積ん で 陶芸 窯 を 作り まし 
た 。 し か し 、 温 度 が 上 が ら ず 、 楽 焼 を で し か で 
まま せん で し た 。 結局 校 費 で 電気 釜 を 買っ て も 
らい 、 授業 に 陶芸 を 取り 入れ まし た 。 


書道 


Calligraphy 


金沢 美 大 生 だ っ た 頃 、 隷 書 、 良 寛 、 会 津 人 一 の 書 に 目覚 の 、 
自己 流 の 手 習 を 続け まし た 。 


茶道 稽古 の 際 の 覚え 書き 
ギタ ー 


Guitar 


ギタ ー は 39 年 ほど 前 に 買っ た S.Yairi が 最初 で す (最近 同名 の 
ブラ ンド が 復活 し た と も 聞き まし た が 、 私 の は 初期 型 で す ) 。 
当時 5 万 円 、 普 通 の 右 利 まき の モノ で す が 、 弦 を 逆 に 張り 替え た だ け 
で も こう いう 形 だ か ら 大 丈夫 だ ろう と 左用 に 使っ て いま し た 。 

今 よく 弾い て いる の は Martin HD-28V で す 。 


Tea ceremony 


茶道 


写真 は 大 学生 の 時 、 金 沢 で 私 が 習っ て いた 
表 (千家 ) の 村上 宗 信 先 生 。 き っ か け は 、 
友人 が 茶道 部 の 女子 生徒 に 憧れ まし て 、 し 
か し 男子 生徒 一 人 だ け で は と いう こと で 、 
僕 は 無理 や り 入 部 を 頼ま わた の が 始ま りな 
の で す が 。 大 学 時 代 の 4 年 間 通 い 続け 、 免 
状 と 地方 講師 と いう 小さ な 看板 の よう な も 
の まで も らい まし た 。 大 げ さ な 言い 方 か も 
し われ ませ ん が 、 今 に し て 思え ば 、 お 茶 を 習 
い に 行 っ た の で は な く 、 お 茶 人 と いう も の 
を 見 る た め に 通っ た の か も し われ ま せん 。 大 
学 で 4 年 間 通 っ た の は 、 貴 重 な 日 々 で し た 。 


Photo courtesy of Naohisa Inoue 


植物 多肉 植物 、 特 に 育て に くい リト ー ブ プス ( 女 仙 : メ セ ン ) 


P Lan せ が 好ま で す 。 胡蝶 蘭 、 デ ンド ロビ ウム な ど 冬 に な る と 
アト リエ の 窓辺 は 鉢 だ ら け に な り ま す 。 


リト ー ブ ス (多肉 植物 ) 


ウジ ェ ー ヌ ・ ア ジェ と か ウィ ン ・ バ ロッ ク が 好き で 一 時 は 写 
カメ ラ 真 に も 凝っ て いま し た 。 大 学 入 学 時 、 学 校 の 課題 で カメ ラ が 


( 必要 だ っ た の で 、 父 に オリ ン パ スペ ント を 買っ て も らい まし 
aIG 「a た 。( 株 ) 大 広 に 入社 の お 祝い に 、 ニ コン F2 を 買っ て も らい 


まし た 。 どこ に 行く に も カメ ラ を 持ち 歩い て いま す 。 


シン セ サ イ ザー 


Synthesizer 


上 : Roland V-Synth 
中 央 : YAMAHA DX-7 ー 
下 : YAMAHA PORTATONE ハー モニ カ 


最初 は Roland System-100 

yr4tehipihs Harmonica 
その 後 YAMAHA DX-7 |、 ド 
イツ の Doepfer A-109、 ロ ー 
ラン ドリ V-Synth な どい ろ い 
ろ 試 し まし た 。 


7777777IO い いい や 


個展 の 演奏 会 の 時 な ど に 持ち 運び 、 ビ アノ の 
演奏 に あわ せ て 吹 を ます 。G 調 A 調 Bb 調 D 
調 E 調 調 全て 揃っ て いま す 。 ハ ー モ ニカ は 
トン ボ の 複 音 を キー 音別 に 10 本 ほど 持っ て い 
て 、 キ ー 音 さえ 合え ば すぐ に 演奏 で きる よう 
に な っ て お り 、 最 近 愛用 し て いま す 。 


旅行 
TraVe [ | T9 自作 の 曲 を 録音 し た 
ミニ ディ スク 。 
マレ ー シ ア 、 ス ウェ ー デ ン 、 ア メ ・ 公 園 の 歌 
リカ 、 フ ラン ス 、 中 国 な ど 、 日 本 いろ ん な 楽器 で いろ ん な 曲 を 作る の が ・ カ エル の 歌 
以外 に も た くさ ん の 場所 を 訪れ ま 楽し いで す 。 梨 が 好 を な の で 、 大 学 時 ・ 青 磁 の テー マ 


し た 。49 歳 く らい ま て 海外 に 行く 代 に 『Pear Afternoon』 と いう 弾き 語 
機会 が な か っ た の で す が 、 環 境 の \、 り の 曲 を 作っ た こと も あり ます 。 
違う と ころ へ 行っ て みる と 、 い ろ Te 
いろ 想像 し て いた も の が 、 旅 を す 

る と 本 当 に 実在 し て いた り 想 像 以 
上 だ っ た りす る の て で 面白 いで す 。 


その 他 

ビア ノ 、 ア コー ディ オン 、 リ コー ダー、 熱 帯 魚 、 
スカ ウト 、 キ ャ ン ブ 、 山 歩 を 、 ス キュ ー バ ダイ ビン グ ( シ ュ 
ノー ケル で の 素 潜 り )、 飯 倉 炊 凌 、 水 泳 、3D 立体 視 ( ス 
テレ オグ ラム ) の 製作 、 ブ ー メ ラン 、 な ど 


右 が S.Yairi NewYorker type, 左 が Martin HD-28 
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音楽 好き が 
一 時 


ギタ ー な ども 置い て いた た め 、 


1990 年 頃 の 井上 さん の アト リエ の 様子 を 描い た イラ スト 。 
は レコ ー デ ィング スタ ジオ に 近い 状態 に な っ た こと も あっ た そう で す 


高じ て 、 ピ アノ 、 シ ン セ サイ ザー、 


モニ ダー ズ ビ カ - 5 マ 内 - 
2 御 は 飲 了 4 アッ ズ 76y ト 3 
7 ル の 29 ジ 7 シ を 3 チ ワー だ プレ 
に の > そ ヒ に す で O.Y 和 の 7ー 
オォ の ラ 4 は 事 狂 ー い の ば 
2 半 ロー ラン ド の ゴ 
MY の 9-330 その お 
本 0 
ッ ヤ [ 24c し ミ 
ラキ 
ます し に に ジー で で 
ーー 人 ウ 有 演 
を 7 ダ 
補 S | 
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ぶ 


ーーーーーーー マ 1 く の に ー ゴ ニニ - 
ジ 


セカ / 
プス 6 / 太 


則 


MMー 


貢 が な い の で 
スズ (ダディ の よう に な っ た 
コー ド * な ッ ク す 5 学 老 
ドゥ 壮 表 人 作 2 た 9… 


で < 持 般 徐 か 


ーー 1BLARD GUIDELINE 


灸 いも の を 形 に する シン ブル ・ メ ッッ トム 


ーー 


過去 の 講演 で 配布 され た 井上 さん 直筆 の 資料 を 手がかり に 、 
「 イ バラ ー ド の 作り 方 」 の エッ セン ス に 触れ て み ま し ょ う 。 


北信 グ 2 


(0 イ パ ラ ー ド て 喝 譲 2 町) の 人 年 り 
の 旬 い 62 ま cc は 方 と だ が あぁ 3 
② 委 いも 9 を 肝 い 2 フ < に も を 方 >9 み "ある 


③ イタ に 人 する 3 み ヶ あま (6) が "な いと , 
\. ハ パフ いて も (@) 者 に で な り 、 


に 4 人 A y9 
の 人 uot 和 2c イ 5 は で 伯 野 
2 円 ん ケド て 、 
の 導 > 


ぇ ( 診 想 凡 うー 


の 背 ぃ 記 改 (%ge4 が 9 な ほ 何 か あ 3) 
る 間 一 間 朱 名 は 、Vc あ 369 で で き て ( グ NN 
⑥ oe 砂 旨 栓 6 村人 


ヶ ) 以 Eo 図解 度 明 /( 和 * 作 争 < 
も ゆ せ . ス の 信 注 が わか りや すく 
密 「4" ラ ー ド ゆあ (も 必ず 2. 


66 エッ セイ 


と 99 


負 木 敏 大 


= 
ES 
ラー ド 絵 画展 」 パ ン フ レッ ト 


井上 直久 さん の 


茨 


2008 年 に 開催 され た 「 


より 、 ス タ ジ オ ジブ リプ ロ デ ュ ー サ ー、 鈴 木 敏夫 さん の 


エッ セイ を 再 録 。 井 上 さん と イバラ ー ド 6 


対す る 散 意 と 、 


(し 


も っ と 深く 楽し むための メッ セー ジ が つま っ て いま す 。 


共 ゴ 班 ぶ りく うつ 部 室 尽 る し 皇 
0 SG38 0 K ぶ 公表 代 N つ 室 
宮 恒 「 還 諸氏 紅 」 玩 塞 生 
妃 9 競 @G も 中 選 呈 宮 ぐ 


た YEE こ ) バ 
名 ( 環 裕 鉛 ) 会 宮 居 ぐ 
医 呈 レン )@ 判 べく る @ 甘 才 購 ・ 


臣下 評 G 誠 本 ^ ハ ー ハ 刀 林 4 
ざ 守 環 ン て くく トー を 、G 着 臣 
も 症 で 記 
りう ) 生 DDpS 避 6 居り 
忍 ? 外人 0S 仁 「 回 史生 選 包 謀 」 
用 四 王妃 6 妨 ポ 共 寺 9 で 
S 思 区 ( 畠 肖 し G 選 還 菩 ) ぐ 紫 
世 く 穫 壮 壮 台 生 選 い 改選 
所 人 おじ 中 妃 共 電 く SG 諾 人 
しめ 評 宗 宮 丈 OS も 
了 2 装 ひ 丸 ? 共 二 0 で) 性 べ 
PS 普 尽 る し 4$⑱0 し "居所 
ズ 入 の 員 の 0 8 る 心 宙 5 DS 誠 冒 
@ 調 物 8 県 閣 物 六 過 洒 店 を か 
Hi トロ コー ホー・ 球 共 ・ 話 口上 
8 軸 人 9 で 倒 時 釘 つ し 19* 

ゴゴ 9SS てく ハー を 、 宮 
Q387 市 案 購 刺 朱 知 早 票 中 


ED や < たよ いかす 


判 臣 詞 尋 @ 第 お 宮村 心 親玉 
装 琵 O 丸吉 帳 隊 直し MO りう 
公 翌 宮 刀 TINー ジ ジュ 
8 WS 唱 串 くっ 心 会 時 
ずる 心 会 「 相 部 己 交 NO 較 也 「 
下 選 計 招 で 和 8 DS 光史 装 選 
吾 上 根 9 人 6」 の ざる 中 眉 染 「 四 
装 加 所 称 穫 」 ざ る 心 園 G ホー 
2 もつ が いま くま くす べき た SE 
に よい より そこ りく よこ 
臨 四 知人. で 38 公 私 つ @ 悩 
壮 K ふ Ng 共 了 人 W で GS 還 太 
対 硫 きじ 間 忠 固 玖 押 うじ め 思 
直り け 3J 対 利く る お 5? つ 全 づつ 7 
中 拓 癌 避 共 電 人 9 で 9 失せ 
青 固 じ 筐 避 問 GS 學 舞 る 
し pn SQ3N 尺 会 の 表 洒 聖 
錠 つ ^ 共 ロ 9 で 更 杏 ろ つい 枕 
JO 率 紀 宙 5 
つり て ハー へ ハ 足 店 突 つ う 串 
心 生 ペー か 馬 へ 染 画 也 つ 尺 ? 
ぐう 38 表 る 交 へ 表 移 し 
半 公 G 居 さ 二 G 代 記 ^ 宜 還 ぐ 
凡人 る 葵 0 で 下 つつ 
し pn 尺 ? 表 基 年 涯 吾 


1 


上 
さ 
ん 
に 


胡 縮 る 億 共 把 SMO 人 AN 
栄 じ OMK※ 公 RG 革 も 
志 忠 園 約 細く しめ pQO 8 で 
旨 四 人 9 で の 室 財 簡 そ じ SO 尺 ? 
1 て 8 更 つ を そつ 誠 色 避 
SM で S 革 壮 約 つじ る 尺 染 ” 著 
ゴ SS 密 IN@ うべ 馬 加 失 り に 
っ いひ め る 次 必要 問 記 私 くめ 「 
部 や つい し 8S KN 敷 
お し じ ろ 凡 6 心 避 雇 建つ いる 56? 
遂 軍 忠 園 的 押 マ 押 赴 臣 GK 
ふ 和 NSK 所 競 恒 店 交 癌 や 刀 
や の ひ WS 選 め 共 電 人 0 くう 
思 べ 喝 0 る 9 し め 
QnA9 交 全 尽 べり Sh0? AO 
競 共 MUST て で KNー 和 を 、 矢 弄 
で S で しろ 2)@ ペー ハ 和 8 MD 乱 
外人 0 で 把 東 公 坦 五 つじ る ょ 9? 

「JSG ペ ーー ハ 完 座 更生 6J 
も ^ 芋 訓 周 避 填 G 拘 る 中層 前 
競 症 班 公表 固 、 史 8 の 訪 ] 暫 
4 で 篤 。 壇 つめ 必見 人 起 つ 


Toshio Suzuki 


essay 


し っ SS@ 玩 苦 ロ GS りう の ぐ や 心 
較 2 凡 ? 
MG 選 加 共 吉 9 で B82 
で 計 演色 私 つの 呈 心 生 ペ ー 
信 馬 へ 多 瑞 R 訴 つじ ろ 妃 湯 人 う 
し る)@?" QO の 一 呈 昨 叢 @ 
槍 か や 洲 牌 注 公主 注 つ 深 
選 ” 共 二 49 で 綴 で G 敵 避 半 誠 
下ろ し め pQO 刀 生 JS3 
CE いた VI っ た さ まっ すら まこ 
妃 則 的 競 案 県 旬 地代 Gm ぐ 
邊 し 准 舞う じ pQ 選 SS 
かつ 押 置 注 は 9 の じめじめ 
赴 ぶ 涯 ろり 3 宙 ひ 妃 ? 王 表 一 
さしも 8WG 礼 随 じ SN9 衣 「 二 味 
収 糧 ロ 」 対 中 9 りり 宏 皇 ※N9? 
8 丸 / 公私 濁 自 加 ぐ 時 恩 ぐ 
ーー 性 つじ 共 0 で SG 医 を し 
「 囲 約 人 0 羽目 」 ざ る 心 赴 貴光 
色 容 敵 男 じ 赴 二 つぐ らら 
時 る る 主 つ し る)" JO で 部 3 
共 ゴ 0 で 染 公 私 っ 陣 置 思 や G 
巡り 区 で の 鬼 信 つつ 尺 避 医 公 
ダーKJ お 8 り し 旨 " 葵 電 Y9 で 
SG 党 避 や G 宙 衣 販 中 蘭 


他 


の 


補記 6 信じ 『 遼 更 会 D 訪 還 』 
る 心 庄 性交 塞 征 つじ へ)@? 共 
SSKS 失 て ト 史 民 避 / 皿 
つの ふ マー る 包 色 で 多 で 交 
必 下 細 S 着 此 会 ” 共 二 9 くる 哲 
3 で GS 性 球 ざ 購 で だ 
し め 恒 る ホーK? 明 量 補 還 
@「 園 更 会 0 丸 四 」38 和 公民 っ 濁 
盾 握 か しめ 更 宮 富 ゴ 語 つ 
し る h6?* 

1 昔 時 8 共 吉 0 で 調 症 人 
か ふ 下 し 「 で KNー タ を 癖 
写 」 ざ くる 心 ロロ へ N@ー ュ ー 
crS ふ ロー の oo 走 可 対 時 症 
つ 條 て 人 K 中 一 会 避 痕 己 つ 
トリ ペー ハロ AA も 部 る お で 
2 共 ゴ 人 0. ぐ S 問 記 共 電 9 で 
所 部 ぐ 況 五條 公選 早 つ 
し 字 素 學 記 お し "2S 角 「 斉 
ツン ロッ > ムロ 層 忌 」 ぐ 6 心 競 赴 中 


玩 証 征 つ 忍 生 そく トー 


豆 ぐ 玉 守 愛 逐 計 己 記 つじ 旨 
共 ゴ SNK ト へ ハ 基 @ 革 倒 條 
半 負 ら ? 


DS%n7 共 ヨ 9 人 ATN 
宇和 0 更 定 0 る 篤 選 
っ し 旬 人 共 雪 人 9S 梨 雪 家 ph 


EE リル を こめ 9 つる ド よど F い まり 
し 選 選 釣 衣 人 る し る 2)@? 衣 つ 皇 二 
沙 加 会 っ 政 較 生じ SNSS で 
居 抽 る 紀 会 り ロン!9 共 志 
まこ に る 十 <) も さこ さく だ こす ド ま 6) 
くう ) 
必 染 00 公私 へ 走 本 の 共 井 
0 で S 押 マ 着 忠和 丈 の め 室 
幸生 2S 恩 の 否 人 "人 回 上 
IK423 て く ホ ーー、GAA の の 
や 癌 基 世 し 詞 全 で MO 較 民 4 記 
S ぐ も” 共 ゴ 9 で O しめ 胡 的 
競 堂 委 人 SNe"「 て KNー を (に 
軸 編 6 三 ) ぐ へ 選 」 室 ホール 
っ eS WS 窟 加 S 密 
に いそ ウリ レッド ゃ 還 ここ 4 て 9 


っ 心 り 9p4SN9 央 選 


に UE93 


井上 直久 次 ラー ド 括 


4 31ew 交 


井上 面 久 寺 
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野中 普 輔 


スタ ジオ ジブ リ 入 社 当時 か ら 、 井 上 さん と お 付き 合い 


が ある 野中 晋 輔 さん 。1995 年 公開 の 映画 『 耳 を すま 


せ ば 』 の 制作 時 期 か ら 共 に 関わ っ て きた 22 年 間 を 


て いた だ きま す 。 


語っ 


ーーK ふ 人 民代 へ S 計 富 S 低 
こう ニー で GS 堂宇 G 志 洋 叶 
旨 寺 会 や ン 須 め る 

選 全 穫 NN つ きく 刀 つ 6 負 
ざ 叶 S o 政 G も GS 並 3 
表 固 『 時 宿 國 蜜 W ぐ りり 』 
@ 宮 年 せ 路 天 @ 民 間 し /『 岳 状 
な や 措 』8。 p 必 邊 し 8 豚 
皿 孔 曽 り し つ 尺 ? 壮 二 李 ぶ で 
避 旬 所 換 G 更 本 く 対 つ お @ 宙 7 
MG 政 人 WO) 連 を Q る 


祥 め 玖 6 屋 " 

8 息 藤 常 求 ロト ロー 
ホー コス) 1 菜 選 操 二 G 駆 G 
を へ へい G 座 史 共 草 人 9 ぐう 3 
の る で じ 吉 うつつ 尺 "『 拓 訴 
か 6 や 8』G 癌 陳 せ 財 失 守 
9 で 8 で し か お で 97 害 べ 
G 素 中 本 G 誠 時 ^ ふ ー へ 8 軍 
鶴 負 彰 画 当 mmQ 間 に 操っ 8" 
症 球 計 。 Q@ 纏 半 半 つね 一 
へ 導く しゃ" 展 る 富 豆 宮 さ し 
な 和 。 宮 国 G 妥 り SM9 瑞 芝 
華人 S 思 の 遇 く 6 生 " JGA 一 
へ も て で く Nー を 6 天 区 速 泡 脱 


ED 
に 1 


公称 じ ろ 忍 礼 選 る ざる 心 り 
うし 共 ゴ 9 で SBHAX や ヘー 
計 選 の 尽く し 知り) て で く Nー ジ を 
交 ぶ ハー ふ HANKG 刀 人 8 愛人 
や し 放つ くう くる 心 393)7 MM 
6 軍 臣 対 夫 電 0 で 無く し じ 部 
つる ろう る 心 電 吉 く 交 つ 羽 め 
Q” 共 了 9 く 8 症 忌 来 マ 記 
交 司 お ビン 選 9 る つ 尺 ? 

尽 扱 居 G 壮 会 避 共 ゴ SS 
に る: が で 3 さ ル 4 ベ で くそ っ そく 
な 9 ン 密 N@ ン ロリー ふも し 日 
全 穫 全 A 呈 つ 羽 ? 押 裕 背 
葬 は の る Q し 0 や 肖 の 坊 
NH ロ 人 トロ リロ ー ホ ーG 環 の 避 の 
号 湖 學 選 お 拉 つ 選 "を へ 
S 6 心 競 人 り 所 世 G 判 里 時 対 吉 
症 G 選 8" | 肖 立 必 ポ ー 
ざる ろ 心 会 落球 つ 選 華人 守 壮 N9 
癌 民 赴 鶴 つ か" 共 二 4 
< コマ も まこ た 5 5) 
p^ 親 妨 條 豆 半 忠生 案 。 けり 
)J ( 応 畠 ) し 8” 宮 回 生 記 8 
本 で 8 る 会 避 り 人 誌 。 衣 直 
避 鶴 の 8 乱 計 けり 室 9 加 昌 


ズ 親 や G 項 の 刷 玉 押 計 用 
に ここ の や すさ た 2 も 人 

共 二 0 で 8 SQ 計り 8 
肛 党 釣 坦 玉 避 し 0 で 光り 
Sp 編 つく で か? 人 か 8 
軸 時 刀 到 送 約 つ し Sh0G 
生生 つの の で 時 G 記 8 刀 
郊 妨 括 苗 に 才 つじ 
G 誰 避 打電 9 染 能 豆 半 人 中 
し し し レン で が つ 選 ? 拘 項 GS 山 
也 半 98 の 表 谷 弦 つ ンマ ^ 壁 窒 
p つ し マン 0 る 競 生 人 Q 散 看 
選 必 人 MSQ る QA 負 到 交 回 
ふい つ 尺 ” 箇 裕 彰 量 " 起 表 ト 
Hi ロー ホー 舞 思 衣 彰 義 
SG 公 h つ 路 帳 落 入 ハー 
選 p3J | 所 つ ポ つ し 失 吉 4 
引っ 0 コス 0G 人 穫 トー レル 
回 Q や あじろ る 選 気 約 6 つ 羽 "『 二 
装 必 8』6 中 ぐれ 証人 の 
刀 くし か お で 007 JG 並 宮 
彰 王 公選 終 人 SST SGP7 
名 裕 彰 題 め 地 加 彰 量 お 応 
ぐち?" 所 赴 交 調 範 し か っ う ^ 
選 公 史 2 で し か お で 7 季 


Shinsuke Nonaka 


interview 


SG 選 公私 つ @ 刀 着 し 
上 これ = の まく 59 た よく そこ よって] 
つ 選 生 。 G 談 喜 30 尽 30 所 
に と いこ ルン も っ 
揚 史 対 39 | 所 つ むつ つつ 県? 


ー 一 語 冨 富 %S 衣 室 塵 で 
JI こ ル ・ 寺 まこ が リ サー キー そよ 
43 ふぐ し か 人 パン や ぐ S5 必 
競 選 で せ 部 の 6 つ 選 8 


建 全 "部 識 器 圏 押 @ 功 対 
九 D 応 如 固 しか る / 思案 て 公 
9 果 20 ン SS の 公 笛 朋 人 色 
ふぐ 『 則 へ 際 是 』 シ くし か 令 


的 で し 所 つぐ 諾 束 で ビ 
っ 8 か 案 GS 部 選 ツ 癌 
っ 会 つづ で 所 宙 で 記 7 


濁 8『 丘 更生 6 名 』 革 KK 
系 公表 人 N 色 屋 る し 信人 色 尺 
に 1 に すい 上 0 まこ さだ さこ ん 
包 准 癌 姜 全 " 條 人 色 ぶさ 字 鶴 @ 
りう 8 斑 マ 会 県 記 くろ し くろ S@ 
も DP や の 会 ン と 8S も し 
誠 ^ ふ ー へ も 謀 考 つい 京 % 


うく 心 り 8 癌 避 6 つ 尺 ? 

共 二 人 9 く せ 38^ 畠 人 0 に W つ 
を Q SQ 2 の つじ ろ 尺 涯 前 
つつ 羽 ) つ 会 p 則 SRー 
入 や し " 泡 乱 つめ 還 刺 ろ 
年 舞 シン お や し も せ ン ベー 
へ ぐ % 必 めぐ 選 p 舞 2 し め 
QOS の 拉 定 思案 お し 3 
8 ンー や させ 舞う じ め p 選 で 選 
や 字 裕 彰 還 GSQ ぐ SS 
HK て 紀 鬼 W じ ろ 刀 


は 完 約 づつ 
? 邊 公 入 人 さ 旬 鶴 梨 下 晶 冥 り 
ぐり” 菩 @G ミ ー 色 の 会 p 
心 く 必 S 細 うじ め 避 る 6 つ 尺 『 
衣 必 や | べし iepS も し 
や せ ン 2 で SS べら 選 宙 問 
或 で し を で hopG 恩 め 
沖 昭和 ? 親 室 江東 Q 
で で しろ 8 会 0 S 計 厩 立 
色 愉 必 ツ 症 下 つ 約 0 し くく 2 
蘭 人 部 『 還 対生 避 包 穫 』 
っ Q で 宮寺 作る 会” 別人 
加 備 人 SS の へ へ 案 必 選 
に:」F ナ っ さく て 0 まこ 3 た BEE こ 1 
ぶし 交 准 生 り 丸 天 居 ぐ で し" 


ーー 一 連 震 党 富 『 宝 会 の 二 』 ぐ 
吉 生 浅く 但 臣 誠 綱 太 ろ つが 生 " 
風 暖 6 本 へ 押 置 引 
QO ら ー 叶 G コ 束 豆 亜 超 
つや く りお で 0 の 眉 会 加 
所 つじ か シン Q る 2G ぶ て の へ 
へ し ^ 色 次 彰 環 呈 共 9 で 
割 居 G 半 骨 的 つつ 尽く し か 六 
置 引 ぐ @ 割 Q 居 20 人 SM9S し 
人 WST O 室 《 十 貴 湖 選 
呈 》 うろ る 心中” 暫 次 背 王 宗 
ペ 逗 毅 , く つ 羽 望 @ 応 ベ ペー 人 私 本 
へ 8 で し ちな? 旨 季 0 で 色 じ 
っ )@ 王 ち め 問 会 だ や ビ ろ SS し" 
親 前 や 避 毅 居 抽 く 剤 軍 80 
こい 3 こん いも 

記 謀 選 倒 避 坦 織 玩 理 主 的 つ 
SG し な 生やし 区 裕 音量 
3 共 ゴ で 包 介 引 更 9 で 妃 立 
選 " 共 ゴ 9 で 口 辻 坦 誤 誠 
で お だ や ペー 公 的 ダーKS 走 
Q で @ 家 『 囲 更生 刀 還 』 
競 で 冥 め 居 )『 図 対人 D 選 
』G 医 半 せ 共 電 9 で 
p 室 / 語 固 直ぐ 郭 避 し 3 


元 央 諾 療 寄 功 玩 つじ 記 

こい 

ゴロ 0SG 誤 更 マ ーK 選 7 
旬 准 彰 重 公 加 不 宮 の 史 衣 利 A 
慌 計 押 的 肖 玩 更 基 りり 
JAQ^ 填 49 く で 穫 党 間 素 ン 
江 編 つじ ン 人 DS で 久 か? 
路 尽 8 枯 べ る 穫 半 電 9 く G 
し 8 ポ G 條 ′ 多 裕 彰 陣 G 廿 
し も 羽 G 店 の 。 NNQ 電 緒 思 
知 況 倫 わ 所 OM 愉 天 
( 癌 )* MG 選 7” 葵 9 
『 囲 玖 会 忍 軸 』 計 記 攻 つじ 
部 護 演 つつ 選 ? 

っ 選 電 組 ち 
p 染 /『 囲 玖 全 DD 丸 ロロ 』G 答 
刻 恨 室 家 略 『 く かれ かさ @ 再 ンマ 
餅 』G 抱 癌 G く 必 さる 据 翌 
G 失 ポ KG 組 で 祥 必 か" 
ー の の 臣 の 半 を 心 裕 更 9 る 
必 信 や し 8 計 る うめ 表 人 ひ G し な 
和 " 包容 彰 細 @ 畠 竣 ぐせ し 年 キ 
必 必 一 篤 毅 生じ 2)6 る 
避け 8 で し つき 心 8? で 
忌 和 8 を 8 心 癖 詩 め 咲 No 


り で の 所 会 避 語 


(N 
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SG し 8 る 公昭 6 で が 二 " 
『 く ふさ @ 宙 ン 鶴 』G 商 人 人 N 
ス 搬 守 所 @ 思 鞍 党 固 ぐつ し 『 図 
<30 ま こく Mn い た ドー と こさ こん 
過多 SG かさ G 設 王 る 
心 公 所 で G 革 で ペー 公 G 
を っ を ご 0 まく まく まこ まく. た まで 3 
公 つ 所 生 "円 筐 の 会 円 つろ 
QOS 特 そ 羽 
ふ ペ ネー)J 公 下 裂 当 失 7 


うる 心 あ あふ 


欧 公 0D し She で 0 し りう) し つき る 
心 紀 ) 赴 呈 の 半 上 全 人 9) 会 
宮窪 つり 2 選 SheS も " 蛋 
が 3 さ ル iC こん て 


ーー らら と らい N ニー ニョ コー に Qi 
ロー こら の o『 て ハー ジ 宮 写 』」8 
9 いら で 決 菩 し し 交 約 会 上 刀 
SPP つる 人心 会" 

『 囲 対人 刀 還 』 写 
時 半 唐人 で 過 で し か や で 
直し ie 咽 甘 会 作 要 G 選 
全 ロ 『 で トー ジン 肖 本 』 ぐ 負 
細 会 し し ぬ つ ?『 て ーー 
和 を 肖 写 』3 | 全 記 人 ITN ロ 人 トロ ー 


Q 〇 どど の 


ホー うる 心 区 的 紀 人 DP る 
層 息 委 SQQ 会 る 心 公 
か いふ 吾 @ 範 國民 釘 く 心身 
し つ 尽 "8 し 浮 護 8” 共 二 
0 で 捉 部 全 NH 人 トリ ロード K 半 会 
つじ 24)@02 の 0 し 2 
し 8 半 る 会 昭和 入 " p 
め う 共 ゴ で 室 押 SS 諾 玩 
有 い し 足 公 富 悪 革 呈 対生 へ 
ろう ろう 心 り の 包 敵 営 明 交 時 京 / 
作 賠 的 半 じい で 記 くし いか? 押 
を た こい よー ルリ 3 に) 
で 旧 旬 宮 2 対 つ 羽 ぐ し か 篤 7 
避 公 一 時 ンマ Q^ 衛 せ 8 生 し 
選 祥 王 会 正洋 で しろ 選 め 必 
し ち ? 癌 豆 や / 妃 思 人 閥 当 冒 対 
宮 例 和 の る 心 銘 お しらせ 放 ンド レン 
め り は の 〇 〇 p 富 WW し 忌 対 宮 会 
つる ざる 必ず p 共 雪 9 で 
S3J 肖 写 りや "ちゃ し せ 由 因 め 
で し っ ろ つ 尺 " 交 06 司 訓 や 必 
っ ろり の 選 穫 思 褒 全 し 所 処 
国 6% ひ し 所 刀 部 遂 も / 公私 
記 「 革 そ 心 ふ ネ ー 宮 会 つ 妨 
填 9 全 県 忠 案 的 抑 


3 


っ 」 ざ 


つ 玉 "部 王 SS 公選 さ G 忠 
評 GN ミ ー へ ヾ 8 で し jp" NN 
ミー へ て 失 で て K や 3 QG ら の 
に ング いい ま CS 放す も こも. いま くに) 
馬 必 G し か 梨 公選 ささ G 貴 著 
DGG か ミー へ て せり G 毒 居 
ルール. 上 くに ここ ナド < こま くま こん 
尽 ” 鹿 ン 購 時 G% 心 況 食わ じ ^ 
つ ひ ン 必 中 し め / 所 つ じ 中 じ 
の 詳 つる 0 葵 征 選 居所 る 
S 和 反し 交会 ORG し 88 うろ 
し つや 心 公 " 

『 て で く Nー 和 を 並 語 』 ざ くろ 心 6 
並 了 全 K 震 誠 で し か か? 諾 6 を いり 
講 当 DP206 の る 心 祭 
ドナ くま を トル 
21@S も し ち 篤 赴 唱 @ 判 臣 G 
に ご を こち: そこ た BC そく) 
し 88 る 2 ぐし" SG せ じ 選 で 
し ろ )9 淫 語 約 ′ 押 ※※p 評 選 し 7 
こす で: ドニ 9 マー ニチ っ た こい りゃ た 3 
共 草 で 人 淫語 玖 列 い 尺 着 攻 
トド よー キ つ とこ たこ あり まく た CSS た さ ト <】 
SO 刀 ぐ くつ の を 記 会 D 


玖 っ が 生 " 


刀 会 癌 う 


ざさ 
に 
定 
H 
芋 
宙 


メー ショ ン 


ジブ リ 美 術 館 短編 ア 
『 星 を か っ た 日 』 


法務 ・ 著 作 権 、 広 報 ・ 関 連 


岐阜 県 出身 。1994 年 5 月 、 株 式 会 社 スタ ジオ ジブ リ 入 社 。 


現在 、 制作 業務 部 取締 役 部 長 。 
事業 等 の 業務 を 務め る 。 


上 映 時 間 : 約 16 分 


DVD&Blurray Disc 


原作 : 井上 直久 「 イ バラ ー ド 」 より 
脚本 ・ 監 督 : 宮崎 駿 


『 イ バラ ー ド 時 間 


時 間 :30 分 


“ご 確認 下さ い 。 


URL : http://wwwghiblimuseumjp/ 


上 映 ス ケ ジ ュ ー ル 等 は 、 ジ ブリ 美術 館 の 


ホー ムペ ー 


ーー・ ス タ ジ オ ・ ジ ャ パン 


・ デ ィ ズ - 
DVD : 3.800 円 十 税 / Blu-ray Disc : 4.700 円 税 


覧 督 : 井上 直久 
発売 元 : ウォ ルト 


inTerview 


Shinsuke Nonaka 


1. 壁 画 作成 時 の 井上 直久 さん 。 椅子 に は 「 は な し か け て も だ い 
じょう ぶ で す 」 と 記さ れ て いる 

2. ジ ブリ 美術 館 で 見 る こと が で きる 《 上 昇 気流 II》 

3. 同 じ く ジ ブリ 美術 館 の 陳 に 描か れ て いる 《 明 か り の も れる 店 》 

※ 館 内 は 撮影 禁止 と を っ て お り 、 特 別 な 許可 の も と 掲載 させ て 
いた だ いて お り ま す 


4 《 空 の 泉 》 2005 
野中 さん が 個人 的 に 井上 さん の 個展 に 足 を 運ん だ 際 に 購入 。 
ぼん や り と し た 気持 ち で 赴 い た が 、 見 て いる うち に 欲し く な っ 
た と いう 

Photos courtesy of Naohisa Inoue 


66 イン タビ ピュ ー 
同じ 画家 と し て 99 


男鹿 和雄 


映画 『 耳 を すま せ ば 』 以 来 、 同 業者 と し て 、 
また 友人 と し て お 付き 合い の ある 男鹿 和雄 
さん に 、 井 上 さん に つい て の 質問 に 自筆 で 
お 答え いた だ きま し た 。 


ア 胡 や 


Q1. 同 じ 画 家 と し て 、 井 上 直久 さん の 「 す ご い 」 と ころ は どこ だ と お 考え で すか ? 


# と で ん は プル ラナ ュ と りう 然 @ の 次 家 多 特 の ダッチ” 節 現 . 

し て りさ 吉 の "デップ > 

\ を の なく. 合 ど を 宏 そ 深 あ で そ 邦 ら 7 な と 、 の 2* 肖 =2 て 
ォ \ う ら 竹 案 深 生き 5 娠 て ヲ 。 

みみ と ゃ べり も 大 玄 め 9 ぃ し . あっ ご 作 錠 て ラ ず る 邊 考 を >Z そ し 

提 ま カカ > 衝 に と みん と を な り で "と テ う 人 」 」 
誠 と ら 仙 / て せん" 交 募 家 そ や > て る 7 か り そ を うと と 太ら が みみ かき の 
こ 引 で て オ ど 3 ん 4 の 部 し か ず と さん の ヲ =v と こら クッ イ て ッッ の "そそ 
欠 c 小 ほん が " 考 と 友 と 2 人 の " 羨 み ッ イラ 、 


Q2. お 仕事 で 井上 さん と ご 一 緒 さ れ た 際 、 印 象 深 い エ ピ ソ ー ド は ご ざい まし た か ? 


上 ュ ん 2 7 モラ を > の 9 映 あ 作り と 参 か ラ を め に スタ ジイ ンジ ツ と 
ィ ち て 来 し を 。 
アス ラン クス タッ ジ アオ か プサン と て て (で 作る 才 た さ ん の 
税 々 る ら | 却 と の ぞ % て の 、 ス タッ クン と 計 を し か サケ て を さ う て" と を 。 
攻 ウ 7 且 希 ( 放 夫 の 邦久 と ら 愛 " 人 血 や が (あっ を 27~ 胡 < 素 < ら 

の 系 談 と 人 配 と ん て "(用 し と を 。 
聞 と の の 7 衝 オッ イ 恋 た とろ と と > て 2 ) 導 と, 友和 。 字 多 と 
ある 扶 を 人 之 ん て て て ひと 人 人 . と と 見 て ッ ラ と を < 上 
7 大 と カラ すら の ィ " 考 と さん ム 孝 と る 叙 と 上 選 茜 和輝 属 > - 世 と 
苑 & ヲ . と の 役 移 が" 備 に ラ め >7 差 うし と 。 多い と を 思 w ら の ゞ を 
少 杯 と の 9 巡 く の 7 っ な く 、 一 攻 富 を 送 9 和 4 を ん っ とら て 
舞 交 と と すん と の ファ と ーション の " ゆ 水 を の らら 香 ッ 診 の ラ 。 


interview 


Kazuo 0sa 


el 6e0 


映画 『 耳 を すま せ ば 』 製作 
当時 の 様子 。 写 真 左 か ら 、 
宮崎 競 監 督 、 男 鹿 和雄 さん 、 
井上 直久 さん 


Photo courtesy of Naohisa Inoue 


Q3. 井上 さん の 作品 の 魅力 は 何だ と 思い ます か 。 ま た 、 お 気に入り の 作品 が ご ざい まし た ら 教 えて いた だ け ま すか ? 


や の 7 の 7 で 釜 ぇ と ラーム > と ら りう 胸 9 の 界 っ 表現 です な 。 

こ = 如 ら 以前 乾 と すん と 個 と こ と 7 ラプ" っ を の 靖 放 を 3363. 
チ > と </ 導 修 の / 叙 巴 導 物 佑 と あ , 砂 と 入 ハ 込ん て フラ と が 727 ラ 
表記 と ラード 令 と 部 "て の く と 、 息 後 を / き 6 っ と ② ら 光信 ら 
空 作 と @3、 と ゅ っ と 説 そ 作 の を て (/ と どす 3 し と 。 
以 貞 2W 丘 の 素 秒 う 7- 箇 情 を さあ 明 と 見 と 

3 勿 の 欠 が と 7 る 衝 と 入り まん を 。 

タル ん しそ 肛 約 を 忘 W3 と と が " 之 っ すう る 
区 み る 入 和 み 委 て の >2 ズ きた 7 と を , 
透明 太 2 あ 3 写 タ の と ちゅ < 少 竣 が 
の 多 と 學 > て "ろう 。 


* 婦 り ) 優 っ (みそ 鍛 ら し チ と の 
4 合 を て 人 と "うみ そ 


男鹿 和雄 さん 

= 秋田 県 大 仙 市 (I 旧 太田 市 ) 生ま れ 。 ア ニメーション の 背景 専門 会 社 、 
小林 プロ ダク ショ ン に て 『 ど 根性 ガエル 』『 家 な ぎ 子 』『 エ ー ス を ね 
ら え 』 な ど 数 々 の アニ メー ショ ン 作品 に 携わり 、1987 年 に 宮崎 基 監 
督 に スカ ウト され て 以来 スタ ジオ ジブ リ 映 画 『 と な り の トト ロ 』『 お 
も ひで ぼろ ぼろ 』 『 崖 の 上 の ポニ ョ 』 な どの 作品 で 美術 監督 務め る 。 


Photo courtesy of Naohisa Inoue 


右 ペ ー ジ の 絵 は 映画 で 使用 
直久 さん の 
原画 。 左 ジ の 絵 は 、 映 
画 の 中 で 使用 され て いる 
「 借 景 庭園 + 図書 館 の ある 
街 」 の セル 画 。 井 上 さん の 
元 の 背景 画 の 上 に 、 男 鹿 和 
雄 さ ん が 『 耳 を すま せ ば 』 
の 街並み を 加筆 し た 、 井 上 
さん と 男鹿 さん の お 二 人 で 
仕上 げた 合作 。 

井上 さん 曰く 、 男 鹿 さ ん が 
「 井 上 さん の 絵 は 、 描 きこ 
ん で いる よう で うま く 手 を 
抜か れ て いる の で 描き 足し 
や すか っ た 」 と お っ し ゃ っ 
て いた そう で す 。 


覧 
脚本 ・ 絵 コン 崎 黄 
原作 : 格 あ お い 
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コ 


改 の い 方 キ が も た らし だり 合わ せ 


表 光 で 全 呈 Nx 諾 虹 問 


ま 選 人 そ 員 で で し レ こ 刀 人 6G パ で SS⑯ ニ 


PE UNAEXESD ECI さ EE に 40TSEnCDENSNSEY 
章 豆 央 涯 『 で ズー ジ 骨 証 』G 地 鞍 玖 由 人 NG 三代 記 N 
や ぐつ) 詳 尋 能 TDS 色 林 乾く JJG 王 っ 77 ロー 公 
人 ハ そ ApWS 抑 ソン 政 壮 G 堆 直っ じ 朋 へ es" 


で 代 和 SO で 所 選 医 湘 臣 
談 ら つ ぬ 9 つの の マ す 革 G 交 款 7 
半井 YS3 り 38 旨 安 品 2 宮 
SGS 記 @ 思 時 史 可 En し 
SS し jp" Np で PuG 軸 隊 
KENSNSAY2SESI い OR こい 1 
巡 8 固 湖 『 そ くく ー 和 を 邊 塞 』 
半 相 で お 刀 さ も 4 8 
J 一 」 DP" 2R る 「 第 
球 握 」 の 柳 くじ 4 ぬ SN0G 案 ” 親 
並 人 ぐつ し 人 共 つ ン ” 仙 ひ レ 
っ 1h@8A) 呈 上 叶 りつ お "NG 
導 半 主 ン ジリ ーー リリ で 8 刀 和 J 
っ ー し ppG 附 し 
3 記 で 放 DPp" 6 ン 
塞 窟 虹 く 約 つ し くめ くも 7 
選 指 著 吉 を 盾 で し ぐ 
し "し p/ 棚 器 訂 0 し 会 @ 衣 マ 
MEAN を DP…… ー 
軸 相 妃 名 丸 避 の 導 咽 は 
0 抑 つ ? や つ 選 の 拍 害 


選 「 准 一 SS で 8p 愉 う で 
し なか や 」 ろり MG で し つる "* 
「 交 一 pn ひつ る 愉 」 う ) 
昭 丸 で し か 穫 / ] 垣 電 鬼 @ 
選 絵 @ 丸 人 る 記 包 刊 室 記 的 二 つ 
対 守 や ウン だ 選 くも か "つつ 
上 癌 SAJ 一 許 お 鉛 い じ 
こい OF こと た ここ た ご 
交 性 つ SQ 『 て ーー を 党 
桂 握 』G 本 加 G「 慰 導電 」 で 
し 記入 め 居 操る 7 所 で 
し 慰 計 思 で ( 陣 ) で 
3 に っ に Preneohit1 ビ ニコ 
皿 つ SQ TAQS 愉 的 麗 会 中 
選 "一 団 記 畠 選 ら 四 る じ 
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訳 DS" 

軸 必 S 御 沿 G 前 ,0G で 
人 KK て)3 嘩 90S も し 二 全 し 
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ュー ジッ ク 


な ど を 担当 し た 音楽 家 の 中 村 由 利子 さん に 、 業 種 の 畑 は 違え ども 、 同 


中 村 由利 


趣味 の 域 を 超え る ほど 、 絵 と 同じ くら い の 愛 情 を 音楽 に も 注ぐ と い 
っ て いた だ きま す 。 


じ 表 現 者 と し て 関わ っ て きた 井上 さん に つい て 語 


家 、 絵 が 好き な 音楽 家 99 


井上 直久 さん 。 短編 映画 『 星 を か っ た 日 』 の バッ ク 
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選 選 香る うつ 刀 的 0 会 
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か 1JG 疹 宮 信 )6 りう) 
に 2: で こり に さく キー ド < こ 3:\ ド まく ) 
1@G 避 並 写 公会 会 D じ つ 孝 必 
お の 愉 会 心 8 つ つ / 避 性 
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忠 尽 打電 20SG 昭 る 押 ン 
判る SG 中 し つ つ ” 暫 
補 ぐ G 打 2 丸 害 べ る 王 思 G 
店 JAQ 加 p 編 で 会 0 刀 
年 お 天 の 否 人 か @G も 二 梨 で 
で GS マ ペー 公 波 症 唱 つじ 
培 陣 で じらし 潤 糸 し か 6S* 


interview 


Yuriko Nakamura 


天文 館 シ リー ズ 


よ 私 い ど も も 
う も っ ん 世 の 
に て どの だ 
し 上 し ん 中 っ 
て さ ま ご も た 
まん ぅ 自 毎 り 
すま す を 自身 旦 
手 貼 の 名 気 
本 な 絵 わ 持 
に 発 も エ ち 
すま うさ 
え え に 
人生 和 


1.《 天 文 館 の 夜 》 1982 

月 刊 『 詩 と メル ヘン 』 昭 和 57 年 (1982) 
11 月 号 に 掲載 。 詩 は 岡村 理恵 子 「 風 
邪 と 共に 真夏 の 夜 の 夢 」・ 今 夜 の 風 は 
桜島 の 灰 を 運ぶ 錦江 湾 か ら の 風 で は 
な く “" に 始ま る 鹿児島 の 街 が 舞台 。 天 
文 館 は 実際 の 地名 と 、 後 に な っ て や な 
せ 編 集 長 の 指摘 で 知っ た 。 
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ま 進 
な 化 
い し 


ご 下さ ミィ サロ SN 。 ぎ 中 
り 訓 婦 寺 9 潤 還 も 
な 1 


で ざ 趣 規 半 Ciy 
ぶ ぷく 
ぐ マ で ぴざ 計 品 混 Ok 吉 / 民 の 


で で re 入 癌 . 半 で 8 


ば さき 深 4 


2.《 ナ イト ブリ ー ズ )》 1992. 

《 天 文 館 の 夜 》 を アレ ンジ し た 長 辺 
27cm ほど の 小品 。1992 年 、 茨木 市 
の ギャ ラリ ー エ スタ ビエ ン 新 作 展 に 出 
品 。 夜 風 を 楽し む サテ ー マ は 同じ だ が 、 
構図 や 天文 台 の 位置 や 違っ て いる 。 人 
物 を 大 きく 中 央 に 配 し 、 ポ ー ズ も 自然 
な 感じ で 風 が 感じ られ る も の に 。 


, 季 半 で ざ 信 半 ら ま の びき 


前 こと い の 全 
の 3 る 部 人 あめ 
作 な ん 屋 合 包 
品 る で の の ま 
と 明 す ビ 省 な 
女 の り が アン い 
性 答 トノ ァ 作 
の が この い 風 
位 ちの 脇 ぅ 
軒 了 作 に 絵 
や を 品 飾 を 
描 よ に つっ 
か は て 私 


3.《 天 文 館 の 表 》 (初期 ) 1999 

《 天 文 館 の 夜 》 の 設定 を 元 に 建物 を 大 
きく 配置 。 "惑星 の 木 の 盆栽 を 手前 
に お いて 遠近 感 を 強調 。 ヒ ロイ ン は 大 
人 の 女性 に な り 、 初 め は 空中 に 飛び 立 
と うと する ボ ポーズ だ っ た が 、 高 い 場所 
ゆえ の 不安 感 が あっ た の で 、 少 し 下 
が っ た 位置 に 立つ よう 修正 し て いる 。 
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4.《 天 文 館 の 表 》 (最終 ) 2002 

3 の 絵 に 加筆 し た も の 。 手前 に あっ た : 
鉢植え を 後ろ に 下げ て 、 ヒ ロイ ン を 浮 
き 立 た せ 、 ナ イト ブリ ー ズ に 似 た 、 風 
を 楽し む ポ ボー ズ に 変更 。 遠景 に ラ ピ ュ : 
タ 、 中 景 の 空 に 小惑星 を 追加 、 後 ろ の 
建物 の 入り 口 を 開け 多層 海 の 横型 を お 
いて いる 。 完成 形 、 個 人 蔵 。 
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て デビ ュー し て 以来 、CM、 ア 
ドラ マ 、 映 画 な どの さま ざま な ジャ ン ル に 携 
わり 、 多 く の 音 楽 を 世に 送り 出し て きた 。 


中 村 由 利子 さん 


中 村 由 利子 そん オフ ィ シ ャ ル サ イ ト : 


http://yurikopiacom/ 
Twitter:@Yuripen0603 


cb の 絵 コン 5 あり た ニー ニャ 
真似 て みた も の で す 。 意志 が 強 そう 
0 と し て ます ね 
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『 星 を か っ た 日 』 は 、 僕 の 娘 が アイ リー ン ・ ハ ー ス 『「 わ 
た し の お ふ ね マギ ー B 』 が 大 好き で 、 そ の 物語 で 女 の 
子 が 乗る 船 を 惑星 に し て 描い て みた ら 面 白い ん じゃ な い 
か と 話 が 膨らみ 、 で きた お 話 で す 。 

この 絵本 に は 、 山 に 住 せ ドワーフ 小 人 が 出 て きま す 。 
主人 公 が 星 を 買い に 行っ た 時 、 持 っ て いた カブ だ け で は 
星 を 買う の に 足り な い 。 な の で ドワーフ た ち は そ の 子 に 
「 星 を 大 きく 育て て 、 そ の 星 に 僕たち を 呼ん で くれ る な 
ら 、 星 を 売っ て あげ る 」 と 言い ます 。 

僕 は この ドワーフ た ち は 、 も うこ の 世 か らい な く な っ 
た 父 、 祖 父 や 祖先 た ち で は な いか と 思い ます 。 僕たち が 
この 世 か らい な く な っ た 後に も 、 こ の ドワーフ た ちの よ 
うに 、 僕 た ちの 子供 や その 子供 た ち 、 遠 い 子孫 た ちの 前 
に 現れ て 、 こ ん な 星 の プ レ ゼ ント を し て あげ られ た り 、 
星 を 育て る の を そっ と 応援 し て あげ られ た ら ど ん な に い 
い だ ろ うな と 思い ます 。( 井 上 直久 さん 談 ) 
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絵本 『 星 を か っ た 日 』(P9-10) より 


上 の 絵 の 元 と な っ た 線画 


う - ん 、 少 尼 あり な い め ええ う か え 愉 な ら こ うと まえ 


75 74 


スタ ジオ ジブ リ の 手法 に な らい 、 ポ スタ ー カ ラー で 試作 し た 『 星 を か っ た 日 』 


Interview 


テッ 


NAOHISA INOUE 4 が 
イバラ ー ド を 見 つけ る まで 


イバラ ー ド を 描き 続け て 約 49 年 。 井 上 直久 さん が 画家 を 志す まで に は 、 
少し の 助走 が あり まし た 。 そ し て その 背景 に は 、 常 に 未来 を 方 向 づ ける 
支え と な っ た 両親 、 画 家 だ っ た 祖父 、 進 むべ きま 指針 を 与え て くれ た 恩師 
と いっ た 人 々 の 存在 が 大 きく 関わ っ て いま し た 。 

ご 本 人 の モノ ロー グ て で 振り 返る 、 画 家 ・ 井 上 直久 さん が で まる まで 。 


込 や て な と ら れ す り と 丸 が き 後 
$ っ つい の 思 れ て “ 立 い 描 う す 
能 て る は い る 2 つ う WW 8 守 
カカ いか ` ま 自 何 や て て い 見 に 
だ る 和 客 す 分 を 母 い 思 8 
と 当 で 観 " に 描 も る むい 鼻 と 先 自 
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まで いち けた い 私 い 路 点 た 絵 に を い 
いか ゃ る の の を か 解 み こよ 釘 見 る 
小さ い 細 に 描い た 絵 の イ メー ジ 。 ひ ら が な の 「 た 」 い は ん 了 0 呈 上 内 と 了 て 了 
の 字 の 右 を 半 円 で 団 っ た だ け の 落書 き の よう な も 思 な で 大 き 信 て え に な で の を そい 
の を 描い て 、 四 を 結っ た お 侍 さん の 横 閣 の つも り い ヽ き 切 い じ く ま 成 落 % 方 描 の 小 


作品 で す 


幼い 日 の 路地 を 思い 出し て 描い た 


《 よ こ て の 路地 》 1976 


に 僕 は 、 


ある い は 評価 され て いな 
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テ 


彼 は 素晴らし い 絵 を た くさ ん 描い た の に も 関わ ら ず 、 生 
・ 僕 は し ょ う が な いし 、 文 句 は 言え な いと 思っ て いま す 。 だ っ 


て 、 ゴ ッ ホ ぐら い 素晴らし く て も 評価 され な か っ た ん だ か ら 。 い ろ ん な も の を 
見 て いけ ば 、 そ の 自分 の 境遇 や 評価 に 文句 は 言え な いで す 。 そ ん な 風 


創作 の 参考 に し て いる 


すご くい いも の を 描い て いて も 、 結 果 が 出 な い 、 
先 人 た ちの し た こと を 見 た り 、 知 る こと も 創作 の 手がかり の 一 つと し て いま す 。 


きま て いる うち は 全然 評価 され な か っ た で し ょ う 。 つ まり 、 例 え 自 分 が 一 生 懸 命 
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部 3 記 く ぐ ぐ ぶさ 韻 形 (KK 蘭 芋 
来 較 ) 6 で ポ つ "中 3 共 二 
傾 約 ( 敵 呈 : 共 所 ) の 2 上 将 固 
も ち ? 鑑 林 弄 避 馬 短 つ ” 所 上 将 固 
作 避 財部 つつ "上 失 GS 和 KK ペー 
GS 畠 お や る お で te 拒 前 科 一 いで 
へ ASK ペー まお ハ ヘー ユーS ポ ー ミ 
と を 束 宗 ぐ く トー 和 半 30G 人 旬 や 
へ 半 つ 尽く 各 さ し りく 器 定 鹿 7 
2 で 8 補 公記 所 豆 で S 0 県 会 
連 Q つ ン 記 全 で し 穫 DG じ /「 周 
作 せ 坦 ろ で 旧 」 の る ろ 必 で ペー 公会 
部 計器 感 党 対 玉 い 6 の 部 の 
つ 選 " 定 < く S 半 本 を 下 振 中 客 せ 交 
で 。 そめ っ 守 公 届 玉 寺 を 季 ※※ 構 で 
9 可 4p 選 会 D ら ゃ "や つい し 
肖 起 語り つき ぐし 簿記 物色 肖 避 負 
っ じ S” 設 逢 記 軍 で )@ 枝 4《pW マ ツン 
客 HS 結 8” 財 玩 逢 箇 会 医 四 団 翼 
穫 季 会 湯 辻 箇 せめ 選 だ し じ ろ % つ 
"8SP" 谷 @ 麺 人 お て HAKS 
亜人 和 9 必 つ や 心 会 49” 舞 党 時 圭 シ 
中 る 8 憶 0① つ る つ " 

つ 全 つく 「 半 逢 jpY の SQ 園 る 持 」 
人 US" 較 人 閉 つ 会 入り N@) 


捉 べ S 富 雷 じ 因 @ 手 3 由 会 医 


上 閣 ン …… 搬 四 欠 上 本性 つ じ ろ 


に とく セー ルー エ ベ た こ 90 ま こさ こん 
笛 壮 選 る 搬 土 ポ 辻 装 逢 つ 所 つ 丸 " 


No 押さ S よ コ に マ く TU この さく) 
名 上 」 SSK ト を て て KK 公 和 ト 反 
ヾ AWKS ロ ーK 穴 Sh9 党 族 室 弓 つ 
8 つ R" SAG※ 軽 計 祭 及 い や 
し 坦 人 お 9/ 所 N9 応 人 S@ 惨 交 天 倍 ン 
し め 邊 反 や へ G 志 貴人 XY へ つじ 
半 昌 つじ く お)9" 皮 れ 療 紀 3 叶 導 


並 避 環 お 科 227 AmSSS 交 
っ 


人 SS SG し 部 会 燥 うり 昭 る 6 
jp" つ 全 つ 。 ポ 党 た 0 し 所 用 
ぐし つつ 尺 ? 


心 邊 逢 ぐ 慰 財 公共 揚 球 し 庄 N 避 淫 届 


表 々 皇 扇 2G3" SN9 短 GSG り 3) 
Pjp” NG 静 衣 午 全球 1 つ 
会 得 人 生 。 部 別 じ つつ 忌避 半 舞 Ne 
SD ココ NISE コ 
半 8" 計 諾 の 龍 品 G 恒 思 技 玖 計 80 る 
し 「 し て 知 つ K 回 替 箇 @ 選 的 銘 」 
や 加 壮 記 吉 る SQ で 丸く いち "っ JJ 
会 部 3 堂 1S 表 税 委 め 要 で 選 生 
いっ 借り らい の 心 り 織り つ 8 ひ 丸 で 
も 生 思 "80 る ) 思 対 注 6 か つり 皿 縮 人 
豆 選 公 杏 選 じ に" 叶 父 JJ りら ベー 


国沢 新 九郎 に 師事 し 、 翌 年 工 部 


大 き な 功 績 を 残し た 洋画 家 。1875 
美術 学校 に 入学 、 フ ォ ン タネ ー ジ に 
師事 する 。 代 表 作 に 「 春 届 」「 収 穫 」 
「 グ レー の 秋 」 な ど が ある 。 


日 本 近代 洋画 の 先駆 者 と し て 極め て 
年 


民 
避 
江 
』 
江 
さ 
や 
回 
抹 


福 父 木 の 家 の 底 の 写 真 
5 歳 まで 住ん で いま し た 


《 生 祖父 の 庭 I》 2005 


て 必 の を と ・N や 人 さ 科 ……」 つり 選 人 や 
し ne Qp67 だ し 貼 知 各 り ろ 
CYS と < たこ で く と ウド よく よく た 上 導 ペ びく 1 
や 色 交 の 部 め 写 応 北 沈 1 で 乱 お 
つづ 会 様 6 人 0 癌 と し p 和 を On) 表 る 
< れい へ に で で PEE さ か さい リ 
NOS 会 請 写 約 村 くじ pna6 
心 史 放 6 つ 選 " 剖 逢 G 球 財 め 表 状 
怪 紀 くい ウン で し” 交 蝶 半 当 で D 
刀 密 「 共 ゴン 人 電 括り め 薄 共 拉 乱 会 」 
3 訟 DF ウ ン S 人 9 で 妨 の ” 交 的 2 応 因 
っ 凡 けり 498 避 8 委 ” 記 叫 緩 翼 寺 ぐ 
必 し 門 し め % ン 人 べ 公 上 部 人 0 刀 
や で Jp ( 辻 )? 

や つじ ASh6 並 "時 過 「 明 手 親 
8 貼 逢 会 仙 翼 逢 S 珈 潮 貢 全 で 
ぐし 示 氏 。 押 計 し 認 問 2 人 の 妨 
べし つや 心 名 の 選 愉 宮 や 尺 さ し か 
つ 過 時 財 案 「 記 8 前 逢 玩 出血 
つい る tn や SU 窒 旦 りつ し 挟 散 を 富 
に さい ko EN や AD くだ りこ 
和夫 部 刀 補記 倒 舞 や N6-S 害 8 人 
ENSNIER ベ KJ こさ こう 】 
うろ 心 りり 約 を で 58 jp3 う サン ろう で 
の を 光る し ちち 会 」 う "SM 淫 じ 憶 
っ 室 衣 の 宮 で 8 つ 県 加 " WS で 会 避 淫 
1 ド :9EEE< わ Sm わ ゃ 9E チ < ナ っ て とく 
紀和 洛 紀 し 8 ン ” 拓 と りう し 宰 
赴 S 幸 躍 更 旧い SN)@ りう 全 9 け 


だ コ に ささ こと に さい で CNS よい ドド 
税 り 0h9Wh 郭 し SN6 唄 る jm" 
当 G 王 5J 必 p 導 親 S り で 癌 写せ 半 O 
Pi の で の を 光る 公 し めで 86 ン 
人 で 人 上 部 っ 会 党 丈 舞う じ 肖 つ に 愉 
3 の 4J7 ひつ し 惨 計 事 うう ) せ 
到 つ し 下 宮 的 選 88 で お ぐ P か 
< だ くださ つ に かい も. そく 放 . こ 4 に / 
部 う 」 う 2 心 了 2 公 運 ン 8 の” 宮 
呈 は 8 選 く し つ 才 心 % 必 競 褒 くし 7 
忍 思 滞 い "3600 し 財 的 沖 2P い 6 人 SG 
や 必 選 吾 )9 つ 丸 並 家人 SS の 6 生 " し 
9 條 党 必 剛 人 6) AS 記 涯 避 落 器 
多 旨 終 半 選 人 る 天 い 。 2 で S 記 析 球 
軍 で SM 表 展 S 媒 宮 対 疲 欄 pt9 
に 13E 放 iCG と <3 8 AEMCSv) 9 た ここ こう 3 
箱 G 注 常 き いろ じ し じ RA ろく 詩 補 


EOIDPYYTSEE 
滑ら IQW 油 さじ NG 褒 玉 っ 


地 科 G 表 「 客 拍 G 拍 天 お 1 
坦 志 D じ 得 っ 妃 部 必 富 うっ 」J せ 
由 で で SGP 郭 折 水生 に 宮 
諏 京 誌 光電 つ 8 つ 尺 " 辻 笛 半 
半生 民 世 褒 人 お ぐし 生 公選 
自室 式 じ り ぐ 部 孝 守 計 容 つじ 
つ 必 4) 拓 Q ろ 3JJXQT 宮 人 普 
ど ぐ 事 叶 会 包 和 き 弄 交 jp\ の 玩 で" 
衣 家 時 会 点 逢 六 飛 ン 乱 NR) 部 


記 選出) つ に 揚 対 束 人 ビン 乱 め る 地 
つつ" で P/ 選 寺 記 束 で し jp 
療 基 党 の 時 会 時 自 人 る Ne38 術 介 人 で 
妨 @ し ちち 全 …… 尾 の う 尺 避 婁 お の 
ツン 講じ くつ 記 " 

ー の の 時 の 想 記 の 是 明和 県 欠 
忍 握 壮 定 家計 宣 装 条 人 6 つ 丸 ” 足 
の NO りり の 癌 る SD 2 
守 マ 忠 対 弄 *% KG 況 G 忌 医 SG 十 
幅 選 っ 刀 獣 詩 G 脱 @G に し 「J で 人 
避 8 押 各 り る 所 邊 」 ざ る 心 く S 
革 豆 時 人 皿 二 間 守 へ 6 つ 羽 ” 親 
S" 四 室 書 居 BS いろ し る 8 う や 心 
8 杏 〇 部 うっ 作 S つ 尺 劉 的 
6 マン 抽 W じ る ろ 和 p" く 氏 苦 計 S 
癖 つ 忌 壮 志 し 作 宮 室 「 提 壮 際 9 
で 時 人 避暑 記 色 所 \0@) 
怒 密 つじ XNeG 8 く 宝 半 光 人 R 公 
9 避 時 の 縮 く し じ く Ge」 PP J 
に まい JC くれ に さ バ たこ ドニ ESJSN て 人: 
08 っ し あつ ろう 編 % で つ 尺 " 思 
や せる る 次 悪 宮 GS し K 人 きつ し くろ SG 
人 いこ よく まっ さい CKEEII に 1 
法 要 党 8 改 部 0 で 須 幅 間 加 る 7 
「 地 べり で 記 整 計 つ じ ス 06 
8 部 う 」 つ の ろ 心 青 る 室 有 りり S KJ うり 
り 吉 志和 じ 的 じ ……" 電導 親 避 
廷 人 いじ 全 D 丸 "TS 志 人 色 必 親 
S 吉 人 S」 気 隔 く 8 二 " 妨 訪 中 つ 写 


LO よ こ れ 0 に で ko 細 ま ikoE こ 1 かり 
攻 そ ヘー 特 愉 ペー の へ そ ヘー 
守 と 必 ペ ー 男 裕 鉛 0S 守 水 避 で じ 
rm 人 T 庫 の 画 い し あ し の p。 6 も 
詞 ら 罰 多 導 Q し hG 天 る 8jp1) る 皿 
SSMOESE た 92 てこ 0 導 て NIS】 
並 3 和 生じ 薄 人 8 避 2 る 6 公用 
ぐし 2SGS ( 赤 )* 


ヾ <I ト ー ン 中 


ヾ く ハ ーー と 287 心 さ トー ミー 
388 ンド 5 避 ポ マツ 悦 陣 KJ 「 屋 
S 間 NmJ 画 選 対人 上 で 暗 人 直 
志 2h@JG 天 昧 光 Q し か " 押 鶴 0 で 
人 S「 で スー を 思 (人 S)」 ツン 提 0 
つ を る jm"「 て で KNー 和 と 思 (人 )」 
も めぐ 寺 相 K6 JJ 当ら 06 くべ G 中 じ 
っ 1@ 判 庄 倒 そく ハー を し か” 7 羽 
公 人 玲 導 県 染 條 る AO3JJRO 対 王 る 
つじ 壁 晶 全 G 革 室 必 人 そく ーー 
を 7 J で 節 和 6 公 3 准 癌 刀 寄 
ES か る) バニ ピス で だ 2198 こ を 3 
n@ 公 6D し 缶 GD し 6 生 " 司 8 
めぐ べ 鐵 つろ 心 呈 民 " 

Sh@ 壮 "ポー ベー 必 つ GR 「 り 
S 衣 せ 敬 公 つろ "JJ で か せら G 人 G 
応 計 喝 」 う 3) 他人 愉 で り 家計 避 8 つ 
"NG8 逢 8 光 る し っ JNIDnS 


も 人 や 2Jp(GOT K で で AS 所 RS 


Photos courtesy of Naohisa Inoue 


井上 直彦 さん 

1915 年 、 日 本 画家 だ っ た 井 
上 悦 蔵 さん の 次 男 と し て 生ま 
れる 。 大 阪 府 出 身 。 薬 剤 師 と 
し て 藤沢 薬品 工業 に 務め る 。 


祖父 が サン トリ ー ウ ィ ス キー 
ボトル の デザ イン を 手がけ て 
いた 際 、 自 分 で 作っ た サン ト 


リー の 角 瓶 ラベ ル 案 を 縁側 に 
並べ 、 父 に 「 直 彦 、 ど れ が い 
父 は 子供 に 優し い 人 で 、 食 べ 物 が 十分 な か っ た 当時 、 ド ジョ ウ を 捕っ て を いと 思う ?」 と 聞い た そう で 
て 自分 で さば ま 、 蒲 焼 に し て くれ た り 、 冬 に は タニ シ を 水 の 枯れ た 田んぼ す 。 父 が どう 答え た の が 聞き 
か ら と っ て き て ゆで て 、 タ ニシ 汁 に し て 食べ させ て くれ まし た 。 ませ ん で し た が 。 


井上 倍 蔵 さん ( 外 号 : 木 宅 ) 
1885 年 生ま れ 。 浅 井 忠 さ 
ん に 師事 し 、 後 に 日 本 画 、 
俳 画 を 描き 活動 し て いた 画 
家 。 主 な 作品 と し て 、 赤 玉 
ポー トワ イン ポス ター「 グ 


2 ラス を 持つ 半裸 の 女性 」、 
浅井 中 さん 一 周忌 の 際 の 弟子 た ちの サン トリ ー ウ ィ ス キー ボ ト 
集合 写真 で す に ル の デザ イン な ど が ある 。 


干し 柿 の 絵 


井上 亭 さ ん (芸名 : 小泉 徹 )。 
宝塚 歌劇 団 男子 部 員 の 1 期生 。 


男 4 人 兄弟 の 末っ子 で 、 歌 が うま く 冗 
談 好 を で 、 友 達 の よう に 接し て くれ ま 
し た 。 な の で 、 オ ジ さ ん と は 呼ば ず 、「 ト 
オル さん 」 と 呼ん で いま し た 。 


一 番 左 が 井上 敦 さ ん で す 。 


廿 SS 思 ソン IN ホ 気 る 心 JJSO 
公介 部 人 G 衣 G 《 や 下 羽 》 8 せ 
3 や りり 妥 臣 SN9-Q の を 部 る 公 ず 会 
GSte で し 人 " 必 和 (で 毅 ) 
うり SnGS 思 呈 つ 羽 鍛 過 ツ S 
忌 部 くじ ち 公 (GO* 


KNSEUI マ 3 に 


ペ 下 ^ 時 @ 疾 計画 応 羽 4 ン 「 り 
で せり 和 な 会 」 密会 だ りく ろ 刀 で 
も jp"「 悦 誠 G3 囚 し 」 う 地 選 じ 
め 机 全 RS も 和室 尽誠 の 信 
AS 全国 県 さい 生還 有 党 Ny 愉 
隔 の 丸 会 6 か っ J 條 天 赤 ポ 
器 い しろ る 丸 並 ” 器 着 王 S 京 司 @ 七 
/ 悪 8% ン 曽 実 軍 名 G 選 量 交 窟 
べろ る つ " 必 る 必 上 ” 青 癌 公 
QG 貴 同室 ふつ 祥 お 密 揚 G 幻 絆 
臣 Gn ひ SR で jp" 画 中 選出 
国富 有 約 岬 混 8「 水 還 衣 」 
うつ "部 護 史 8 提 幅 店 避 交 六 eS 
鹿 記 的 "HK て INA 了 て 朋 恒 は に は さ へ 
公 つ し 「 マ ーー ナート)」 堂 で し る 


リー ビバ n さ の ココ // の 
各 角 W じ つ 8 る 8 吉宏 簿 玩 G 
3 骨 粗 GjIHAAKP 和 な? 固 層 知 @ 
半 人生 24Qn つき CO  y で 3 鋼 
人 かり 直 D つ 19 会 つ 8 多く 外 
LO /「 ろ きつ 選 」 る 心拍 対 准 党 
JE こも こす まっ もこ くい NII 
部会 癌 会 直 損 2 ぐし 部 記 0 況 くも 
jm"「 く <」 の SnGS「Where」 可 
諸 計 注 堂 つ %p" 坦 居 会 宙 民 や 人 
三国 つ 公 思 司 会 殖 の 生還 SS 
「 々 」 ゆ し jp"「 て 」 室 和 M 必 つ 「 る る 
つ 選 」 つ 要 蜂 Se 会 9 則っ 6 和 か っ 
「2 つつ 選 」G「 選 」 宰 拘 る 必 
肖 ぎ @「 て 」8 で Ps OTN で 
じ つ % で 0 尺 寄 馬 」 SS 案 「2 せ 
つく J” 泊 8 PA 愉 GS 案 の 必 
全 8 部 っ 全員 押し 8 計 ンー 会 いじ 玖 
や つじ し つ で 羽 導 誠 肖 肖 
Ne” No で 競 国 | 凡 | 儲 窒 肖 記 
球 D じ ne 呈 絆 G ポ 呈 由 肖 Gi1H ト 
へ K 倒 計 和 部 くし 生 " 
「 で KNー 和 を 」S「 て J"「 る 」 め る 


SN っ ス N6 座 刻 装 悦 p 党 剖 
全 穫 2” MM で 公選 「 て で KNー を 」 で 
「」3"「World」 う 公 「SS」G 
「 選 JTSN0 ろ 8 べ 室 穴 0P ス )9 
究 伝 G「S」Sten 8 oOS 「 震 
躍 」 交代 つじ る ょ ) 洗 泥 家 交 2"「Nー 
と テ 」 うろ 避 3"「Field」 人 S「Yard」 
Sn 「 半 会 0 丸 穴 証 」 の 中 中 昌 
ト AK" 

JJG る の ひ ロ 「 て KN 一 を 」 3 トド m 
SS お 幸 甘 公 玖 \ 容 写 、 ざ うろ 心 還 癌 潤 
ぎの や ぶり 放 状 つ "で 思料 
甘 装 悦 陣 Ne 志 め 甘 廷 る ろう で 
つの を 8 っ 公 間 選 才 つり NM で 人 SO 
「J で りや 会 」 つ 計 会 で 妨 涯 
「 て で く て Nー と し か 」 う 弥 0 7 
居所 ろり JJWG 宰 忘 公 革 湯 選 下 符 
計上 基 会 つい 部 談 避 人 She 下 誤 で 
詞 p 記号 jp 舞 虹 SG で そ kp 埋 
し Smhe 議 滞 会 講 衣 殆 上 じ 
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孤 穫 も し | | 


豊か な 情景 を 生み 出す に は 、 基礎 を 大 事 に し つつ 、 

常に 努力 と 探究 心 を 惜しま な い 姿 勢 が 大 事 な の で し ょ う 。 

デザ イナ ー 時 代 か ら 、2000 点 あ まり の 絵 を 描き 続け て きた と いう 井上 直久 さん 。 
そし て 、 教 師 時 代 は その 経験 を 教育 現場 で も 存 分 に 発揮 し て いま し た 。 

ここ で は 、 作 品 の 一 枚 に 活 縮 され て いる 技法 の 一 部 を ご 紹介 いた し ます 。 


<20styles> examples for stylization 


1. 0.1 ミリ 幅 の 線 で 

2. 0.5 ミリ 幅 の 線 で 

3. 1 ミリ 幅 の 線 で 

4. 2 ミリ 幅 の 線 で 

5. 5 ミリ 幅 の 線 で 

6. 2 通り の 太 さ の 線 で 

7. 5 ミリ 幅 の 黒い 切り 紙 で 
8. 黒い 切り 紙 の シル エッ ト で 
9. 丸 筆 の 線 で 

10. 平 筆 の 線 で 

11. か すれ の ある ブラ シス トロ ー ク で 
12. C ペ ン で 

13. 丸 ペ ン で 

14. 自分 で 削っ た 竹 ペン で 
15. フェ ルト ペン で 

16. 硬い 鉛筆 で 

17. 柔らか い 鉛 筆 で 

18. シャ ー プ ペン シル で 

19. 鉛筆 で 描き 、 ス キャ ン し て プリ ント 
20. コン テ で 描き 、 ス キャ ン 
21. パス テル で 描き 、 ス キャ ン 
22. シャ ドウ で 

23. 立体 図形 と し て 

24. 紙 ひ も で 
256 デ テーブ! で 

26. 針金 で 

27. ゴム スタ ンプ で 

28. 紙 版 で 

29. 木版 で 

30. 孔 版 で 

31. シル クス クリ ー ン で 
32. ドラ イボ ポイント で 

38.。 エッ チ シ ング で 

34. ステ ン シ ル で 


「100 の 技法 」 は 大 学 教師 時 代 、「 こ の うち 20 
を 選ん で 実験 、 実 作 さ せる 」 と いう 課題 用 に 、 
井上 さん に よっ て リス ト 化 され た も の で す 


97 9%e 


45. 


55. 
. 鉛 委 の ハー フト ー ン で 
. 鉛筆 と 擦 筆 で 


_100 の 技法 


色紙 の 切り 張り で 
色紙 を 手 で ちぎ っ て 
自分 で 染め た 紙 で 

フロ ッ タ ー ジ ュ し た 紙 で 

ペー パー レリーフ で 

サン ド ペ ー パ ー の 目 の 違い で 貼り 絵 


- 素材 の 質感 の 違い で コラ ー ジ ュ 


粘土 レリーフ で 
厚紙 切り 抜き で 
合板 切り 抜き で 

ソフ ト フ ォ ー カ ス で 
「 に じみ 」 の 線 で 

「 垂 らし 込み 」 で 
淡 彩 で 

鉛筆 淡 彩 で 

不透明 水彩 で 

ガッ シュ 色 面 平 塗り で 
カラ ー イ ンク で 

アク リル 厚 塗り で 
アク リル 消 塗 り 塗り 重ね で 
油彩 で 


色鉛筆 の ハー フト ー ン で 
ペン 画 の クロ スハ ッ チ ング で 


. ペン 画 の 点描 で 
. ペン 画 の 平行 線 で で 


レン 6 
黒い ペン の 輪郭 線 十 水彩 で 
ダブ ルト ー ン で 


、 三原 色 で 


CMYK で 
任意 の 3 色 で 
任意 の 3 色 と 黒 で 


69. 
70. 
4 
72. 
73. 
74. 
755 
76. 
77. 
78. 
79。 
80. 
81. 
82. 
83. 
84. 
85. 
86. 
87. 
88. 
89. 
90. 
91. 
92. 
93. 
94. 
95. 
96. 
97. 
98. 
99. 


コラ ー ジ ュ ( マッ チ 棒 、 ビ ー ズ な ど で ) 
砂 で 


石 に 彩色 し て 
紙 粘土 で 立体 に (写真 に 撮る ) 
紙 粘 土 で 立体 に し て 彩色 し て 


油 土 で 作り 立体 アニ メ に 
砂 絵 に し て アニ メ に 
小麦 粉 粘土 で アニ メ に 
影絵 に 
カラ ー セ ロフ ァ ン の 影絵 で 

ガラ ス に 描い て 影絵 に 

ガラ ス に 油彩 で 描い て アニ メ に 

フォ トモ ンタ ー ジ ュ で 

人 体 の フォ トモ ンタ ー ジ ュ で 

光る 材料 で 

透明 な 材料 で 

迷路 と し て 描く 

地形 図 と し て 描く 

3 DCC で 

基本 形態 の 3 D で 

ポリ ゴン の 3 D で 

両 眼 視 の 3 D 画 像 で 

補色 の 3 D 画 像 で 

着ぐるみ に 作る 

仮面 に 作る 

風船 に 作る 

ぬい ぐる み に 作 る 

粘土 で 作り 焼成 し て 陶 に 
歌舞 伎 や 京劇 の よう な メイ ク で 

特殊 メイ ク で 

金属 廃材 を ハン ダ つ け で 立体 コラ ー ジ ュ 


100. 食材 で 立体 に … 
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g NN は らい ヽ 特 えば 常 ま か 描 と 信 の に ト 革 で 人 うか た 0O レ し ク 


『 な 彩 山水 』 て る て る 坊主 』 フィ ン ガ ー ペ イン ト と マス キン グイ ンク 
「 遇 に 石 彩 あり 」 と いう よう に 、 坦 に は 全て の 色 が ある の 学生 用 クレ パス で 描い た 作品 で す 。 自 いも の 

を 逆手 に と り 描い た 、 電 上 さん 考案 の 作品 。 5 色 ぐ らい を 多彩 な 色 で 描き まし た 。 中 間 色 が 作れ る ほ 

の 鮮やか な 純 人 色 を 徐 り 重ね て 、 重 ね た 色 が 分 か る よう に ど 意 外 に うま く ク レ ヨ ン の 人 色 が 混ざっ て ます 。 
周辺 は わざ と 色 を ずら し 、 微 妙 な 羅 色 に する 「 色 彩 遊び 」。 


き rv へ 
カラ ー イ ンク の 黒 と カラ ー イ ンク の 黒白 、 カラ ー イ ンク の 黒 に よる に じみ 表現 アク リル 混色 に よる 黒色 淡 彩 
マス キン グイ ンク に よる 淡 彩 マス キン グイ ンク に よる 表現 


ーー 一 
に 


トコ 


7 体 捉 (ステ レオ グラ ム )。 カラ ー イ ンク に よる 送 明 混色 
立体 に 見 える よう に 作図 、 彩 色 し て いま す 。 


紙 を 重ね た 判 で 作っ た 版画 多 色 木 版画 


同じ も の な の に も 関わ ら ず 、 味 わい が 異な っ て 面白 いで す 。 
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(大 阪 府 看 日 丘 高 校 で の 資料 ) 


Teqching 


構図 、 色 、 空 間 、 遠 近 な ど 、 絵 を 支え る さま 
ざま な 技法 た ち 。 そ れ ら を 和 柔軟 な 発想 で 探求 
し て いる 井上 直久 さん は 、 教 師 時 代 も ご 自身 
の 知識 と 技量 を 惜しみ な く 学 生 た ち に 伝授 し 
て いま し た 。 今回 、 実 際 に 授業 で 使用 され て 
いた 資料 の 一 部 を 公開 いた し ます 。 


絵本 制作 授業 の サン プル 。 1 年 生 の 時 に 文 庫 本 の 表紙 を 作り 、 
2 年生 で 体 蔵 を 決め 、3 年 生 の 時 に 中 身 を 描く と いう 、3 年 
間 か け て や っ と 完成 する 本 作り の 課題 。 う さ ぎ くん が 家 に 帰 
る まで の 大 時 険 を 描い た 木 完成 の 絵本 の 表紙 。 


(大 阪 府 存 昌 丘 高校 で の 資料 ) 


「 描 写 注 習 」 の 授業 で 、 構 図 、 形 、 陰 涼 な どの 基礎 を 教え る た め 、 
井上 さん が 独自 に まとめ た 資料 が 配ら れ ま し た 。 


2 (2 ) 形 一 円 と 四角 XF つ 


描写 演習 一 一 一 一 単色 写生 
炉 飼 形 で は な い 敵 紀 
林 円 に 接線 見 え 方 
搬 図 を 直す と き は 、 元 の 図 を 消さ ず に 、 平行 移 動 し た 新しい 図 を 描き 、 その あと 元 の 図 ペーーー テ 見 える な ら 


ウル トラ マリ ンプ ブルー また は パー ント アン パー と 、 白 だ け で 摘 写 する 。 局 際 SN 光 く 
w 人 ハバ ュ 
どー N 
(1 ) 椅 図 の 修正 一 平行 移動 ] 
* ヽ 
よく こう な っ て し まう が (31 
の 上 に 新しい 構図 の 色 を 置い て いく 。 (最小 限 の 変更 で すみ 、 元 の 図 と 色 も 生か せる ) 下辺 が 水平 な ら 舎 め に な る 


けっ し て スー 
人 "ここ を よく 
起こ し て し まう が 
実は 思っ て いる | 
ーー ニー より 印 角 
さ 棋 の 面 が と 
こう な る ーー 


( 3 ) 陰影 一 > 3 種類 の 「 か げ 」 ( 5 ) 色 感 一 gwow (5) 辺 対比 

な い 方 が 自然 

光 を 感じ させ る に は 女 や か な 感じ 

を 42 が ( 「 則 の 人 」 欄 式 ) 
少し 付け る と 
メリ ハリ が 出る 

半 消 な 表面 つ 「 映 り 込み 」 知 反 射 っ 「 際 

強調 する と 
セザンヌ か ら 


立体 派 に な る 


(成安 造形 大 学 で の 資料 ) 
課 是 の サン プル 。100 コ の キャ ラク ター を 生み 出す ヒン ト は 、 
10 コキ ャ ラク ター を 考え 、 例 え 似 て いた と し て も 、 ど ん どん 措 
いて いく こと 。100 コ の キャ ラク ター が 描け た ら 、 そ こ か ら 4 
コキ ャ ラク ター を 選び 、 そ れ に 善 笑 太 楽 を つけ ます 。 


7 作る え 
7 隔 27r 


2 
(8 思う 
① 色 に 白 ま た は 累 、 ど ちら か を 7 える 。 
( 両 る 4D え 3 ヾ と は な い 。 ) 
Sta4e eo 横 旬 ic 明度 を て 2 え 3。 
(tp ・ 原 色 は で きだ 人 け 、 宣 用 す 3。 


・ 原 色 の 位 加 は 色 i< よ > て 育 う 。 
は (大 色 o 生 年 で 評価 Sh る ノ 
四半 ニー メ ケー ル ( 大 の 角材 を 基 准 
と し て 衣 ぶ すべ て の 反 を そ Mu 合わ せ 、 
全部 を 並べ て パラ ッ ス $ 取る 。 


2 が 全 
の / ツ 
KEN 
敵 ー 
が CD bz 
ーー 
『 と ころ に より 甘 り 』 ョ ーー 詞 開 Po 
だ が ス フ マ ー ト (ほか し ) 8 
油彩 に 移行 し て 可能 に 
な っ た 、 レ オナ ルド ・ タ ・ 


ヴィ ンチ 以後 の 技法 で 
す 。 石 が ハッ チン グ ( 平 
行 線 ) 上 記 以 前 、 ボ ッ 
ティ チェ ルリ な ど 、 ぼ か 
し の 難し い テ ン ペ ラ 作 品 
の 技法 で す 。 


ーー _ 
OR 千 大学 で の 資料 


Cm 
lo 
ie 
otet 
OO 
ole 
et 
OO 
Cm 
OO 
ee 


le 
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l02 


光源 を 基準 に し 除 叉 を つけ る こと は 、 
す た い へ ん 有効 な 方 法 で す 。 し か し 放射 光 に . 


sl 有川 


! 川 


【9】 


( 成 婦 造形 大 学 で の 資料 


3 
2 
間 
2 
3 
2 
3 
1 
LT 
2 
2 
3 
1 
ID 
2 
用 
間 用 
提 写 用 
42 
22 
用 
提 写 用 
LE221 
提 用 
光 用 
痢 用 
7T1 
CTT3 
TI 
CT 
CITY 
OUDS 
人 用 
用 
用 
TTY 
CT 
OLTT1 
TTY3 
TFT 
TI 
TTYI 
TI 
KRTT1 
PTY 
FET 
KEY 
FRHYT1 
PET 
FR 
KR 
FRHYT1 
FRHYTI 
EE] 
半 光 用 
導 
RY2 
連用 
用 
導 
FE 
拉 写 用 
は 22 
半 写 用 
提 用 
近 用 
拉 用 
提 チ 用 
拓 
め 人 
33 
3 
本 
1 
人 
記法 
3 
pe 
3 
3 


ライ と 
を 界 昌 で 見る 
人 の 設え 


時 HEHKHT 
人 
YY 

人 人 剛 有 す 攻 に よる 
TKTT れ EUR3 
人 人 人 涼 に よ る: 
人 WW ア ッ サン 

人 2 ロッ キー 
(MM6 衣 ) 月 + に よる 和牛 


WW 
WW 
人 
W 
WW 
WW 
WW 
WW 
WW 
WW 


Trek swe】 人 ter. 
【iOO Meedseewy 
【M 二 YYG BCY OB-OmR OocFA GR 3 


【 マ ン ル 本 】 
【ee ァ ツーン) 


【 和 有人) 人 方 人 の 
久間 人 朋 の type 


誠に 
ET YY 
日 


陰影 法 


際 影 の な い 輪 郭 】 
分 か ら な い 。 


どれ か ー つ に で も 影 を つけ て みる 。 人 定 ) 


ロ 
3 


co AO * 
地 ) 100 rea ee ari0zi0 


所 の 尼 沿 . 夫 : 順 1 


[EtT 
【 い 分 害 誠 了 pe- り | ロ 
【 ら 立方 の 村 油 和貴 1 
【2】 (omei). 気 法 。。  4 


吹か 5 の pr.2 を 人 ける 


【30 き 1 
[GOHLEETII 
CCUTTBST】 
ペイン テ ィング - ナ イフ に よる 措 
ecre( 間 を 生 ね る ) に よる 骨折 


因 


の 人 PA な モテ と を 382 に L て 3 
人 に よる 寺 物 石 誠 虹 と オブ ジェ 、 人 な ど 。 4 


よる 提 画 また は 


の 時 ぶる の 作 大 3 60 う 人 3 
マス キン グ テ ー ブ + フ ィ ン ガー ペイ ン テ ィ ング (: よ る 本 3 
ベン と 和央 の ハッ チン グ に よる 石 人 用 4 


Mred Meds PereeeG テ シュ 24 トン 3 2552 ュー お 3 
の 析 地 り の 生計 か ら 前 束 の ある 人 可 を を る 3 


立 人 の 抽 字 で 


る 人 と 還 の 人 天 。 3 


東島 多 果 有 人 と 昌久 の 生 義 に よる 


( 自 


(人 感 を 出 す だ け で は な く 、 底 賠 の 中 で 、 も の 相互 の 位置 関係 を 示 
る は っ きり し た 影 を 摘 く に は 、 光線 の 過 跡 と いう 考え 方 を 必要 と し 
ます 。 そのため 、 こ れ が 胃 確 に 描か れる よう に な っ た の は 、 科学 的 な 思考 が 番 肥 する 近代 に 入っ て か ら で す 。 


け で は 、 も の の 位置 関係 は 


加 F 


トリ エ の 絵画 教室 で 行っ て いた 課題 メニ ュー) 


影 を つけ る こと に より 、 光 を 表現 
で きま ます 。 光 源 の お か げ で 全て 物 
の 位置 関係 が 明確 に な り ま す 。 


する と 必然 的 に 光源 の 方 向 と 位置 が 決ま り 、( 


それ 以外 の 全て の も の に 、 こ の 光源 か ら の 光 に よ 
る 影 が つく 。 こ の 影 に よっ て 、 光 源 と 物 それ ぞ れ の 
位置 関係 が は っ きり し て 、 空 間 が 出来 る 。 記 ) 

政 笛 光 に よる 膨 を 作る に は 、 こ の よう に " 伯 定 を 検証 し 洒 放 する " 考 
ネ カ が 要 で す 。 明 珠 な 容 間 を 作る た め に は 、 視 ( 自 己 代 隊 の 確 


立 ニ ルネ サン ス の 遠近 法 ) と 、 例 外 を 作ら な い 物 の 見 方 (9 世紀 以降 
の 計 生 的 な 思 諸 ) が 必要 だ っ た の で す 。 


イラ スト レー ショ ン 演 習 1 


試作 1 功 度 の 続 一 に より 、 参 度 の 鍵 さ を 香る 。 


段 は 、9 つ の コマ ご 成 階 の 明度 に 分 ける | いこ $ 

9 つの コマ の 中 央 - コ マ に 、 グ レー を 展 を な 、 そ の グレ ー に 明度 を 合わ せ て 、 ま わり に 8 人 色 を 甘く 。 
束 明 度 が 合っ て いる か どう か は 、 日 を 細め て 、 目 に 入る 光信 を 少な くす る と 、 分 か りや すい 。 

崎 い 中 で は 色 の 区 別 は つき に くく 、 明 崎 だ け の 戴 別に な る 。 

これ は 色 を 見 る 視 細 胞 ( 鍵 体 ) は 明る く な いと 働き が 導い の に 対し 、 明 時 を 見 る 掲 細 和 ( 欄 体 ) は 、 光 量 が 
少な く で も 働く よる 。 


@ 明度 が 合っ て いな いと 、 色 の 境界 で 明度 対比 が 起こ る 。 


すなわち 、 周 い 方 の 内 が より 崎 く 、 明 る い 方 の が より 明る く 見 え 、 抵 界 が 硝 立 っ て し まう 。 
これ を 入 辺 対比 と き う 。 


③9 コ マ で 明度 が 失う と 、 克 度 に よる 林 辺 対 此 が な く な り 、 肛 席 の 対比 が 見 え で くろ 。| 
男 度 が 合う と 、 色 途 っ で いて も 、 者 が 解け 合っ 見え 、 公 の 鮮やか き が 引き 立っ て くる 。 
その すべ て 同じ 田 度 の 中 で 一 番 度 の 高い 色 が 、 江 光 色 の よう に 控 い て 見 える 。 
この 効果 は 、 明 度合 わな いと 出 て こない 。 


④ と な り の 9 コマ 、 つ きり 明度 の 途 う 区 両 と の 間 だ け に 、 概 辺 対比 が 出る よう に な れ ば 正 衣 。 
多肉 が そろ っ て いな いと 、 明 崎 の 落 ば か り が 目 に つい て 、 参 度 の 区 し き が 出 て こない 、 


④ 下 の 自 で コツ が つか め た ら 上 の 段 に 、 そ の 胃 度 の 色 だ け を 使っ て 維 を 描い て みる 。 
3 段階 の 、 胃 度 を 続 一 し た 給 に 2 


「 イ ラス トレ ーション 演習 」 の 授業 で 、 配 色 を 学ぶ た め に 、 
カラ ー チ ャ ー ト 作成 の 課題 が 生徒 に 与え られ まし た 。 


Color 


「 色 と いう の は 、 ピ アノ の 鍵盤 の よう に どれ 
も 欠か せな い 」 と 井上 直久 さん は お っ し ゃ い 
ます 。 こ こ で は 、 色 に 関す る 大 学生 時 代 の 課 
題 や 今 まで の 試行 実験 の 一 部 を ご 紹介 いた し 
ます 。 井 上 さん の 幅広 く 豊 か な 彩り を 出す ヒ 
ント が 垣間見 える か も し れ ま せん 。 


ya とし 


SW きせ せき 還 


ー 


革 め 、 


ぃ EPIA 7/0NE 


で 群 め 、 
で きる だ け 色 味 の な い グ レー に 近づけ る 。 


肖 色 し て 碧 
明度 も 揃え る 。 


ー、 
SN 
Y 


で きる だ け 色 味 の な い グレ ー に 近づけ る 。 


( 自 は 使わ な い ) 


島 り 重ね で 名 を 作る 。 


画 補 色 3 対 の 混色 例 と 明度 調整 
手描き の レタ リン グ 


大 学 在学 2 年 生 の 時 の 課題 


芸 


金沢 美術 工 


重 色 実験 。 混色 実験 


混色 に 哲 を 加え た も の 


斜め の ライ ン は 、 補 人 色 な の で 混色 し て ニュ ー ト ラル な 灰色 に 左 は 上 自 を 混ぜ て 明 度 を 整え た も の 、 笑 は 原色 。 
近い 色 が 出る 。2 つの 舌 明 の 色 を 塗り 重ね て 、 重 色 を 見 る 。 色 の 微妙 な 変化 が 面 折 く 、 い つも 発見 が ある 。 
ン 一 夷 強 い 
ら ら 退色 が 激しい グー アウト | 退色 し や すい 色 を 知る た め の 退 色 実験 
/ 


い 4 月 一 9 月 の ひと 夏 の 問 、 色 の 半分 を 暫 い 、 大 陽光 に 当て る 
直射 晶 光 に さら し た 結果 


1. 色 研 色紙 
「 ka 2 色鉛筆 
お ャ ー ド 』 4 地 性 パス テル 
4 ポ 彩 

5 ポス ター カラ ー 
6 カラ ー イ ンク 
7. ア クリ リッ ク A 
8 アク リリ ッ ク B 


色 の 効果 や 混色 で の 補色 な どの 予想 を 
つけ る た め に 、 正 方 形 の 枠 の 中 で 173 
ずつ 、 グ ロス 、 メ ディ ウム 、 ク リス タ 
、 ル バ ー ニ ッシュ と ツヤ 出し を 変え た 色 
彩 が まとめ られ て いま す 。 
1. 赤 (グラン パッ カー レッ ド ) の 補色 
を 見 つけ る テス ト 
2. 重 色 で 紫 を 出し 、 ツ ヤ の 人 有無 や 程度 
に より 見 え 方 が どう 変わ る か の 実験 
、 紫 、 茶 な ど を 下地 と し た 影 の 色 
近づけ る 「 グ レー ジン グ 技 法 」 
(補色 で 黒く する ) 


AAMAAAU Tu | 


W い WAM4444494444944444409 人 YYVYYYYYYNtt パ ANAN! 


補色 三 対 混合 


こう いう カラ ー チ ャ ー ト を 3 種類 作り 、 そ れ ぞ れ の 効果 を 実践 し た 試作 の 絵 も 3 点 
描く 。 こ れ は 明度 段階 で 、 次 が 左 明 色 の 重ね 、 続 いて 補色 に よる 混色 。 涯 えた 公 、 
深い 色 、 微 妙 な 色 が 出せ る よう に な る た め の ト レー ニン グ で す 。 


点描 の 技法 

明度 を 合わ せ 、 い ろ ん な 人 色 を 入れ ます 。 点々 で 描く こと で “ぼかし” 
や 塗りつぶし" から 解放 され 、 絵 の 修正 を 限り な く 続 ける こと が で 
きま す 。 骨 度 を 揃え て いろ ん な 人 色 を 説く の が ポイ ント で す 。 


Value contro] 晴 度 を 三 段 脱 に そろ える 


本 あし 
na 
に ィ 
pe 
真ん中 の 灰色 に 、 まわ り の 人 色 の 明度 を 合わ せる 。 明 度 が 揃う と 、 透明 画 法 の 3 原色 で 描い た 作品 
彩 度 の 倍 い が 際立ち 、 高 条 度 の 色 が 鮮やか に 見 えま す 。 3 原色 を 混ぜ な いで 塗り 重ね る 。 


右 :173 描き 途中 
途中 
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| 淡 末 の イメ ー ジ スケ ッ チ 


MMMMMMuuiuiiuuuuu 


絵具 の 発色 や トー ン の 変化 を 見 る た め に 、 試 し に 一 発 描き し た も の 
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宝永 た か こさ ん 


画家 と し て 活動 中 。 


レー ター、 


宝永 た か こさ ん サイ ト 情 報 : 
AMOON IN THE POCKET 


(野原 の 花火 屋 ) 1979 


URL : http://hoeittakako.com/ 


宝永 さん が 一 目 惚 れ し て 購入 され た 作品 。 


高校 卒業 後 、 額装 手伝い の 際 


ラビ ピュ タ 、 塔 飛行船 な ど 全 て の 要素 が 入っ て いて 「 こ れ だ 」 と 直感 し た ん だ そう 。 
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上 さん の 絵 は 、 格 別 だ っ た と 宮脇 さん は 語り ます 。 


大 学卒 業 後 、 画 家 と な っ て か ら 久 し ぶり に 見 た 井 


《 そ の 日 》 2013 
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画家 、 油 絵画 家 と し て 活動 中 。 
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井上 さん は 、 ビ エゾ グラ フ 作 
品 に は 「 ハ ウス ・ プ リン ト 」 
ラボ 、 自宅 と 出力 場所 別 
サイ ン し て いま す 


マー タク ち し で 、 デー ド 区 4 テ 


ス 、 


建物 内 に は 、 ピ エゾ グラ フ で 出力 され た 井上 先生 の 絵 が 飾ら れ た ス 
ペー ス も 。 右 隅 に 置か れ て いる の は 、 井 上 先生 私 物 の ピア ノ 
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する な で 白 と ら な る ぁ 理 っ 
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アー トス ペー ス は 、 ド イツ に ある 製紙 会 社 の 天命 る な まる 潮 と まち 

Hahnemihle Fine Art (ハー ネ ミ ュー レ ファ イ る 生 国 に よー に 感 伝 5 

ン ア ー ト ) 社 か ら フ ァ イ ン アー ト 専 門 認定 され 、 と の や いう か 行 じ 誰 し 

同社 の 推薦 企業 に 選ば れ ま し た 。 私 絵 地 日 な つつ ま も ゃ 

ま を 域 本 風 て て すがる 

で 見 を と 景 自 感 の 惹 の 


株 式 会 社 アー トス ペー ス 

東京 者 文京 区 西片 2-22-21 

本 卿 MK ビル IF 

営業 時 間 : 10: 00 一 17 : 30 (日 曜 祝日 は 休業 ) 
TEL : 03(6379)8885 

FAX: 03(3813)7182 

URL : http://artgallerycojp/iblard/ 
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福岡 航 郎 さん 

鹿児島 県 出身 。 株 式 会 社 ア ー ト スペ ー ス と 株 式 会 社 アク セス 

アム ゼ の 代表 取締 役 。 東京 メト ロ 南 北 線 東大 前 駅 より 徒歩 約 3 分 

井上 直久 さん を は じ め 、 宝 永 た か こさ ん 、 松 本 零士 東大 本 郷 キ ャ ン パ ス 近 く の 静 か な エリ ア に 立地 。1 階 は 株 式 会 社 
さん 、 手塚 治虫 さん 、 牧 美也子 さん 、 長 野 剛 さん の アー トス ペー ス 。 地下 1 階 に 、 株 式 会 社 ア ム ゼ が ある 


作品 を 取り 扱っ て いる 。 ア ー ト スペ ー ス で は 販売 、 
アム ゼ で は デジ タル 出力 を 専門 に 行っ て いる 。 
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内 堀 法 孝 
印刷 技術 ・ ビ エゾ グラ フ ・ 
内 需 法 孝 さ ん に 当時 の 様子 を 振り 返っ て いた 


P118 を 参照 。 そ れ は どの よう に し て 作り 出 
きま し た 。 


され た の で し ょ うか 。 開発 時 セイ コー エプソン 
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左上 か ら 時 計 回 り に 《 マ ー ケ ッ ト プ レイ ス 》、 


《 タ ニ マ チ 》、《 モ トマ チ 》、 (第 2 投 》、 


《Bon-Sai Garden II》、《 百 貨 店 
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セイ コー エプソン 株 式 会 社 の 社内 上 映 会 の 欄 
子 。 井上 さん の f に 
し 出さ れ て いる 
ば 行く ほど 細やか 
の を ゆっ くり と 動か 
の 世界 の 中 に 入っ た よう 
れ ま し た 」 と 内 堀 さ ん は 語 
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へ 骨 由 対 臣 る 刀 そ へ 私 代 ト 
へ ペー 誠 千 帯 Y9HN へ へ も 
8 下 幸 @ 地 軽 XH 須 「 ル て ふ ロ SO 
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固 つ % つ 選 

SD HARANN も 3 医 園 弥 KK 
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= に で NPC1 こ た コ I こ 】 こ つく ここ 0) 
うめ 人 凡 で りく 

り G 半 3 せ 失 二 く YO-S 計 8 の 
SQVG 半 人選 和信 私 マト ー6 吾 
六 H 水 6 皿 中 所 因 交 地 史 
還 洗 ji@p ぐ つじ” SG 区 翌 幸 
賜 半 SN9 司 吉 講 因 じ 的 つつ 尺 " 


ト ま な 作品 


ラフ を 用 いた 


ピエゾ グ 


《 タ 居 海 岩 日 》 


《 こ こ が %* の 街 》 


1. 《 多 届 海 羽 日 》 原画 (1998) 


2. 《 多 層 海 、 左 し き 到 》 夜 バー ジョ ン に 描い て み ま し た (2013) 


描き 変え る (2006) 


この 街 》 遠景 に めげ ゾウ を 描き 、 女 の 子 を 男の子 に また 


主人 公 を 半分 女性 化 (2004) 
男の子 を 女の子 に 描き 変え る (2004) 


《 そ の 日 、 
主人 公 を 《 ア ー ケ ー ド 》 に 描き 足す (2009) 


原画 (2002) 


1 
2 
3 
4 
5. 
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間 つ っ へ ヽ ふ HK て 


座談 会 
井上 直久 さん の 作品 を 支え る 大 切な 絵具 。 そ の 中 に は 、 


ホル ベイ ン 工 業 株 式 会 社 と 井上 さん の 交流 に より 生み 出さ れ た 製品 も 少な まく あり ませ ん 。 
カン バス 上 に 彩 ら れる 色 た ちの 開発 に は 、 技 術 者 た ちの 想い が た くさ ん つま っ て いま し た 。 
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ジェ ッ ソ (Gesso) 


ホル ベイ ン 社 で は 、 粒 


ペラ 画 や 油彩 画 の 下地 と し て 用 意 ら 


わた 臓 と 石 診 に 由来 する 。 


テン 
色 の つい た カラ ー ジ ェ ッ ソ (300ml / 909m) を 


絵具 の 下地 。 石 府 の こと を イタ リア 語 で ジェ ッ ソ 
子 の 異な る 白色 の ジェ ッ ソ (S/ M/ L/ LL サ イズ )、 
半 透 明 タ イプ の クリ アジ ェ ッ ツ ソ (M/ L サ イズ )、 
扱っ て いま す 。 


と いい 、 


ネイ ル ペ イン ト 製 造 、 ネ イル ステ ン シ ル 、 
教材 絵具 、 絵 具 全般 、 パ ッ ケ ー ジ 、 販促 ツー 
ル な どの デザ イン を 扱っ て いま す . 


本 社 : 大 阪 府 大 阪 市 城東 区 鳴 野 西 3-4-1-101 


hanzuakira (ハン ズ ア キラ ) 
TEUFAX : 06-6961-2430 


受付 時 間 : 1000… 16:00 ( 土 ・ 日 ・ 祝 日 除く ) 


設立 : 昭和 21 年 (1946 年 )10 月 1 日 
本 社 : 大 阪 府 大 阪 市 中 央 区 上 汐 2-2-5 
URL : http7/wwwholbein-workscojp/ 


TEL : 0120-941-423 


ホル ベイ ン 工 業 株 式 会 社 


HOLBEIN WORKS, Ltd. 


創業 : 明治 33 年 (1900 年 ) 


Modeling PowderModeling Paste 


モデ リン グ バ パウ ダー / モデ リン グ ペ ー ス ト 
立体 、 半 立体 造形 用 盛り 上 げ 用 地 り 材 


Quick Drying Medium 


Super Opaque White 
スー パー オペ ー ク ホワ イト 


粘り が 少な く 、 細 い 線 で も 
きれい に 描け る 濃度 の 高い 白 


ホル ベイ ン x 井 上 直久 


井上 直久 さん が モニ タリ ング され た ホル ベイ ン 社 
の 製品 た ち で す 。 中 に は まだ 開発 中 の も の や す で 


April Orange 
エイ プリ ル ・ オ レン ジ ( 仮 ) 
4 月 に も ら っ た の で この 名 を 


付け た 。 低 粘度 の アク リル 絵 
具 の 液状 タイ プ 、 未 発売 


Clear Gesso 
クリ アジ ェ ッ ソ 
透明 な 地 塗り 材 


Painting Medium 
液状 ペイ ン テ ィ ン グ ・ メ ディ ウム 
画 溶液 


Crystal Gel Medium 


に 商品 化 さ れ て いる も の まで あり ます 。 


クイ ッ ク ド ライ ング メデ ィ ウ ム 
調合 深き 沿 


Rich Gold High Accuracy Pearl 


リッ チ ・ ゴ ー ル ド 高 精度 バール 


金 衝 の よう な 密度 の ある ゴー ルド 


Gel Medium(Acrylic Resin) 


粘度 、 流 動 性 の 異な る 透明 度 の 高い ジェ ル メ ディ ウム ( アク リル 樹脂 系 ) の 試作 品 


サラ ッ と し て いる 


粘り 気 が あ る 


21 120 


フレ ー ク 状 で キラ キラ 光る ゴー ルド 


クリ スタ ル ジ ェ ル メ ディ ウム 
ゼリー 状 で 遂 明 度 が 高い の が 特徴 


Aluminium Tube な さわ ー 
ュ 
て に っ ぇ o で et 


益 が t 人 At の 3 


に 
上 e ア 


自作 し た 絵具 を 入れ る た め の ア ルミ チュ ー ブ 


Traveling Color 


目 BEE EE 


トラ ベリ ング カラ ー 
角度 に よっ て 金属 や バー ル の よう な 色 の 輝 ま を を 出せ る の が 特徴 。 
2917 年 3 月 「 ア クリ リッ クイ リ デ ッ セン ス 」 と し て 商品 化 さ れ た 


uBEINAR7S7S'o 
wo os 


に こと 


スペ シャ ル 企 画 


* 井上 直久 さん と 行 
。 中 ホル ベイ ン 工 業 工 場 見 学 
今回 、 特 別 企画 と し て 、 井 上 直久 さん と 共に 普段 か ら お 世話 に な っ て いる 


ホル ベイ ン 工 業 株 式 会 社 の 工場 見 学 を し て まま し た 。 ホ ル ベ イ ン 工 業 の 絵具 が 、 
世界 で トッ プク ラス の 高 品質 を 誇る ヒン ト は 、 地 道 な 開発 と 厳し い 検査 体制 に あり まし た 。 


1 
! 


vwramarlne 8/。 
ウル トラ マリ ン ブ ル ー 


人 井上 さん ご 要 用 の 絵具 ウル トラ マリ ン 
ブル ー も こち ら て 製造 され て いま す ! 


(@ = ー ーー 


トス ル 


イバラ ー ド に も よく 出 て くる 「 ラ ピス ラズ リ (本 玖 
璃 )」。 こ れ は ウル トラ マリ ン の 顔料 と し て 使わ れ て お 
り 、 黄 鉄鉱 が 混じり 、 金 の 星 の よ うに 光り 、 ま る で 
澄み 切っ た 夜空 の よう な 美 し さ を 持つ 青紫 の 鉱石 で 
す 。 天 然 の も の は ヨー ロッ パ 付 近 で は アフ ガニ スタ 
ン で し が 産出 で きず 、 そ れ が 黒海 を 経て イタ リア の 
ベニ ス へ 海路 で 運ば れ た と いい ます 。 そ の こと か ら 、 住所 : 大 阪 府 東大 阪 市 横 小路 町 4-10-52 
海 の シ ルク ロー ド で 運ば わ て くる この 色 に 、「 海 を 越 つつ TEL: 072-985-1221 

えて (utramarine)」 と いう 名 称 が つけ られ まし た 。 FAX: 672-985-3516 


今回 見 学 さ せ て いた だ いた の は .….… 
ホル ベイ ン 工 業 枚 岡 工場 


Let's HOLBEIN 
工業 工場 見 学 


色 の 素 で ある 顔 料 (①) と 、 接 着 剤 
で ある 乾性 油 、 増 量 剤 で も ある 体質 
顔料 を 失 捧 機 に か け (②③)、 そ れ を 
摺り 合わ せる 3 本 ロー ルミ ル (③) 
と 、 展 色 材 と 混合 させ る 真空 挫 捧 機 
(④)。 絵 具 の 独特 の 色彩 、 粒 度 、 粘 
度 を 出し ます 。 


こう する と 自分 
の 肌 の 色 の 値 も 
分 か る ん で すか 。 


ロー ル で 練り 上 が っ た 絵具 は 、「 測 
色 計 」 で 色相 、 彩 度 、 明 度 、 マ ン 
セル 値 を 検査 し (③⑤)、「 フ ー バ ー マ 
ラー」 で 顔料 と 展 色 材 を 混練 し た 際 
の 色 の 検査 を し ます (⑥⑤)。 顔料 は 、 
色 、 吸 油 量 、 粒 度 、 耐 光 性 ・ 堅 定性 、 
耐 薬品 性 が チェ ッ ク さ れ ま す 。 


常に 高 品質 を 保つ た め に 、「 恒 温 
恒 湿 室 」(⑦) で は 、「 平 行 板 粘度 
計 」(⑧) で 粘 租 度 を 計測 し た り 、 
湿度 や 温度 の 管理 を し て いま す 。 
製品 と し て で き あ が る 前 に 、 さ ま 
ざま な 検査 工程 を 経て 、 初 め て 市 
場 に 送り 出さ れる の で す 。 


絵具 を 混ぜ 合わ せる 工程 で 使わ れる 
ロー ラー(⑨) と ミキ サー(⑯) で す 。 
顔料 の 塊 を つぶ し 、 油 と 均一 に 粒子 
を 徹底 的 に 細か く 練 り 合わ せ 、 滑 ら 
か で 艶 の ある 絵具 に 仕上 げ ま す 。 ス 
イス で は 実際 に この 機械 で チョ コ 
レー ト を 作っ て いる そう で す 。 
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EGR 
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間 所 HH 


ンー 生 M 了 さ ん 
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こ の 谷 の ナウ シカ 」「 と な り の ト トロ 』「 千 と 
蜂 一 パパ 員 の 神隠し 」 な ど 数 々 の 名 作 映画 を 世 還 
に 生み 出し た 。。「 耳 を ず ま せ ば ぼ ば 」 で は プロ 略 
- 刷 こ デュ ー ス ・ 脚 本 ・ 絵 コン テ を 担当 。 
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対談 井上 直久 メ 宮 崎 駿 


理屈 な ん て な い 世 界 


1994 年 2 月 、 井 上 直久 さん の 東京 で の 初 個展 。 
その 案内 ハガキ の 送付 先 の 一 人 に 、 ま だ 面識 の な い 宮 崎 駿 監 示 が いま し た 。 
この 個展 で 初め て 顔 を 合わ せ た 2 人 は その 後 、 
美しく て 純粋 で 、 楽 し くも 甘酸っぱ い 時 間 を 切り 取っ た 
映画 『 耳 を すま せ ば 』 を 作り 上 げ ま し た 。 
あれ か ら 20 数 年 た っ た 今 、 あ ら た め て 懐か し い 思い 出 話 か ら 
お 互い の 近況 報告 まで 、 思 い 思い に お 話し し て いた だ きま し た 。 
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も jp" 公選 し 可 NynAJjpy 
の p ポ 宮 負 つ 会 つき くう で 
もち"『 六 栄 る 時 中 へ 』 
うる ym トト さ ハー KK 
ペーー 計 居る 刀 由 氏 因 誠 代入 
て 0X@4JJXQ 記 環 く 丸く 
し ゃ "2 いつ し めく へ 色 旬 思 
An 和 no し 公 4HS 作 
SS う で し ちっ 6” 療 洒 肖 
ン ン りつ 7 KS ポー 


て 公 届 可 選 時 上 和 を 牡 人 Jph9 


ンジ つじ つ % で う し SN0「 
ぐ 玩 玖 N9 全 6 才 し " 


回 っ じ 中 RNNe 議 下 公 態 全 つ っ 


男 才 調 四 忌引 G り 38” 百 
し XN0 で ン 間 6 く パ 


G 七 

心 避 つ レス he で し jp? S 必 
選 還 交 つ りく) 会 の る 心 AJ7 
くく 計 忌 邊 中 会 喜 ウ っ 1 
ざし" 


失 二 Sn いつ ろ 32J、S 
2J-S 選 P つ nn で し な 8" 
男 才 韻 細 区 の つ 的 SQ 時 ゴ 
咽 ひ し くじ し" 弄る 選 送 せ 
時 全 ずる 心 J” 店 弄 的 や る 
じ ろ ツ 圭 如 ぐし ちゃ 6" 棄 憶 和 
S 衝 る し NG 王宮 伝 約 N9 
SG 公 うろ 心 り し お 88 ント" 
SynS 必 恒 避 牙 で SU 愉 小 
し くろ マン G 公 計 mRNO で し か? 

共 草 S 押 准 9 ぐ 3 記し 
3DG 玩 戸 6 で 8* 

男 電 朝 絢 詞 型 公 湯 上 W じ スン 
要 ′ 列 交 DJS 和 会 宮 ン 


4Q を くる 療 2 で し 7 
革 二 S jp3J る で "60 避 
癌 悪 ト て (m)* 


男 増 調 細 刻 翌 厄 局 く の 刀 避 
2Jn6N0G 公 畠 お で 補う ろ で 
し な 篤 ” 歳 つ ント 畠 や 史 く で 
も ね ? 堆 4J” 事 過 下ろ じ 8 公 


ぶっ)94J)” DSp)J ン 過 語 
共 選 ぐ 違 公 ( 和 * 

男 協 調 物 
征 HHGMKSO お し じ ?" 詳 環 
EN 


RCKKAW で We 


共 ゴ ぐ S 尼 抽 2 し 8" 

協 韻 細 いく る 心 押 計 時 呈 
つい 2 る)@3)” 避 の jp@ ゆ 的 
しめ 思 回 思 N じ る hG 和宏 
問 必 つ ^ ppG ち 3J ン 銘 全 つく 
層 忠 尽 pm で し "所 お 
S せ し 並 宗 還 公 和 \6 る 必 公 
や し 8 る で し か 公 ” 羽 6 選 
問 避 人 生 羽 壮 で YOS30 
いろ 心 弧 尋 は く 0 8 ひつ 選 
お 2 で 忌 の を い 08 
SG 尋 し " 藻 jpNe3” 缶 
つ し る 56 嘩 要 全 怖 加 うく し 
jp" で 過 お ぐり 8 で りり 
共 ゴ S も pj で 対局 
ズリ 人 S 全 DjpxQn 387 
包 倫 9 で 闘 豆 交 生じ め 記 


9 
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さ 
7 
9 
も 
※ 
和 
Es 

ト 
S 


戸締り を し 始め 
華 が が 


衝 つ 会 計る” 癌 MO387 電電 6 
46 し p 和 を で 58 心 商 yn* 
販 替 彰 環 い %” 選 私 つじ 
っ )@ 壮 兄 当 6 0 0 和 を る お 光 う 
で し ちゃ? 私 和 思 お じ 品 る J" 
共 電 TS 志 放 OQ 和 を の る 
や 8 る で し" 

販 考 調 環 ne で し p" 
ツン mn いつ し 志 6093) 
必 軸 中 伝記 太 ぐし 6? 宮 鹿 
も 味 じ っ )GJ” 家 マ 的 や な 
9 つや ne 和 全 AO る る 
ざり JNN 洒 SNS で 味 豆 和 
を in もち 篤志 66 や 


つて 8 る で し か お SUp7 
鹿 ろ し 21GpSG 選 室 パ ン 中 
woo し ? 二 ) 会 私 くじ ろ 
ME まく だ 3 いく に 920 
し 7 麗 和 的 聞 染 中 「 里 00 和 を 
An 画 %9 避 を 必 」 計 く じ る 
N9-J5- で 8 会っ 2 臣 品 8” る 
QNO 部 舞 つ 選 表 " 交 親 忌 
MynSnpS し か 6" 忌 7 
麺 ソ ロ 赤 い KW 癌 区 へ 本 へ 
色 副 SN9JjJJXQ 生 SN9S も ち 
りり 室 0 つ 3J ン 
を 会 史 く し か " 品 約 恵 S 交 


ネー で S 紅 48/ 語 世 放つ は くら: 


ドド eS) 
し て く ト ーー し か 7 7 
Et( た 9 とじ <30 ま < そっ て こさ (だ っ ご / 
6 代 " つ 公 つ " で 玖 G 和 y 
や ゝ 6 紅 室 1 持つ 公 癌 2" 
ONIPINW<1( く ぶり 0 マ A: さ ざく 】 
容 記 人 Q 過 角 吉 で し か や 
で 2JjD? 

共 二 さく 「J け 会 AORX93) 
や 2 る 」 ひし SG 閉じ 由 宮 遇 
会 光 ン ポ 和 を (O* 持 GKDー 
を 全う ろう 会 し 会 


男 才 調 箇 記 じ RGS 室 っ 
7 My 枚 篤 圭 
ひじ RG うつ ) 交 0 レン 


he" RH さ mmG 定 し 雪 6D 
2)9 悪 勾 約 D し p 昌 と 計る 
で し" ズ 玉 jp 玉 日 さめ) 区 
し SeO し 4 早々 し る 
っ ふ "meS ン SG し 人" 


JQ っ 愉 坂 材 世 間 忌 SN9 


共 草 TyS 所 准 SJ で ” 握 
選 じ ろく が 衝 会 ” (《 四 @ 回 》 
G 亡 対 下 競 生 AO 6 マー 公 鈴 
記 ) 民 箱 肝 2 SS 全 部 
OnP つ 8 対生 9J ン 
ロ つじ ろ し? 富 還 は 8 ヨ 


っ 送 人 0 お お で Sp SG 表 
『「 く ロ AG マ ン で 妨 凌 起 」G 玩 
家 』G 性 瓦 玉 で お し つき 
4 乱 お MT DS 響 0 ウ る 
競 人 RGP US8 る る 
詳 ^ 下 つ く 2" Q る の つじ 
つが いひ 選 4J7 

男 坦 癌 細 涼し 28 く し 
【《 の MM 症 eeWtI い (52kkicS ま | 
4SNeS し 47 し 書 臣 対 
則 必 う 投 癌 食器 部 8 生 7 
民 還 如 つ 葵 -HYOSG 衣 る 
っ で し かち ? 

本 選 S 色 半 3" 書 還 
3 昼 屋 G る の JiQG 醤 
装 / SU-S2J-S 陳 の に 生じ る 会 
で IGG 寄生 

販 坦 調 邊 洒 唱 翼 選 G く 
判 味 光 ぐ し か ゃ 6? 


嘱 尽 人 SQ 更改 6 じ ヨ 寺 っ 


岬 益 朝 牌 人 購 信じ 25 人 
固 ぐ お る 忌 押 2 じ る 2)6G 家 
0 2) 人 She か 公 "1J-S 
8G 色 鶴 閉 GS 会 SN 中公 
つぶ 失 慰 役 諾 中 計 細 くじ 
に Ye 和む SFSF<7KY く で こん 
共 S 20jpMn も る 


な っ て 『 わ ーー い 』 と 隊 ん 。 て し まう 。 ハ ウル は それ を 捨て 去る の で は な く 自 由 に する ん 


戻っ て くる 、 あ れ が いい 。 あ れ は 自分 の 才能 か 


「 ハ ウル が 飲ん だ 流星 は 、 一 度 自 由 


で いく が また 


自分 の 元 に 帰っ て くる 、 つ ま 


リオ 能 が 自分 を 選び 、 目 分 が それ を 受け 入れ る ん で す 。 あ の 


と が ある ん で す 。 そ し た ら 、 宮 流星 は 、 目 分 の 才能 と いう か 、 


星 が ま た 


目 由 に な っ た 


ku 


た 
ー 半 りこ で 6 人 K 疲 ー 


と の ある 人 は 、 


た ぶん みん な そう な ん で す よ 。 (井上 直久 さん 談 ) 


運 令 み た いな も の な ん で す 。 
ら の 時 に 星 、 飲 ん で ます 


伺 な ら 星 が 降っ て きた ら 飲み 込ま な い 手 は な いと 思っ て し ま 
それ は 自分 に 与え られ た も の を 主 定 する と いう 
と な ん で す 。 どうも 僕 も 5 歳 か そこ 


いま す が 、 
ね ( 笑 )。 何 か の 時 に 「 自 分 は 無敵 だ 」 と 思え た 


も 全 全 計 男 
セ を セテ ロ 
し r し や 旬 
ペ 6 っ 選 皿 
2 テ で 近 
YY を 林間 公 
7 < だ コレ リル 
ヒレ 2 抽 生 v 
て っ 
豆 > 上 者 セ 
っ くく ww せ し 
璧 セ 瑞 で で 
3 ゴリ ie AO 
セ 共和 ニ マ 
コロリ ソウ で 6 レレ ビレ 
6 豆 太 堪 て 
2 
> 坦 し み 演 
じ を くま きせ S 
=3 や 
Se 
ロコ セリ)/ 共 。 挟 
旬 雷 セ を マ て 
還 連 朱 KK セテ 
人 章 で 夫 党 
トコ ユ セ や 男 
で 共 替 の 人 


どう に も な ら ず 、 自 分 で は 醍 き 放 て な く な っ 


いと 思う が 、 


り 


8" 正忠 きる 心 会 KO 訪 
に SNE いこ た も リリ 
避 ぐ し っ)9? 地 雪 9-Sp 旨 0 
つづ を で しろ 名 つ 尺 策 「 ト 中 
へ 8 を 心神 つ 室 定 会 品 う 居 臣 
8 ぐせ 8” 所 翌 6 王 0 生 / 緊 
お わる)@ り 4J 生 し #00G 
3 親 亜 ぐ べ 表し 計る 7 
4S で SRK8 で し 」 るり 壮 
ド 福 つじ 電 避 で つ 羽 " 

男 才 井 細 KJ 人 S 計 で 会 
No や SG し 5 マン " 周 @ 革 し 
路 思 公 避 選 編 りく お で 絞る 
に に コマ ムリ 
2JS 分 D し つか GS 
会 D じ Ah@S" ODM も る ろ 
会 光っ 名 中 部 る りう ) 旬 刀 
ツン YOSSN9 で " 

共 草 必 く 表 志 肛 財 装 手 ン 
世 ” 路 G 1 TH ル 舞 くじ" 
導く っ し 4 夫 避 全 の 訪 対 き 
ベー テー ホー 向 一 を 8 症 避 光る 
し j? 己 て マー 公会 WS 
っ ろう 3JQ8 問 ご うり 失 マ 
組 室 960 し vi@-S" 
男 考 韻 細 で)J ン 会 
jp" 趣 jpNn も な 公 Q" 『 語 
S ぐ や か 尿 』 対 弄 福 つい 
っ 19 此 pー ス 沖 -S 公 年 点 誠 
0 まこ 人 


共 -HoS か へ 守 操 ン ぐ 
つつ SU 人 ST らち 公 で 問 め 
肛 蛋 舞 ン ざさ せつ -SU く し か 会 
Q" 諾 記 押 2 っ じ 2)@/「 
SG 王 マ ペー 公 案 ツ OS 堆 
1@ で し か 会 」 つや ツン 塵 公 で 19 
ぐし お で Jp 「 く を 0 
し る 6 やく 」 ふ 地 te で し 
jp" 舞 交 所 つじ 公 Q レ Vi 
ぐい? 尺 多 -S 四 容 * り で SG 宰 固 
NMn 所 3 り 昭 いし っ" 
伯 才 調 顕 を \@S 公 臣 8 る 
SG 会 家人 る し pn や G 衣 呈 
へ 小 人 SQY し EmEG 
PE:eeJ8FYFS1S つ 4 い 
ざ 心 隊 無人 じ 3 会 避 半 
っ し つづ" し K テ ーー 
壮 旨 彼 思 麗人 り 明 いし 
衣 可 嘆 あ 87 SSS 間 
し つき 必 和 部 会 
SAS 生 O Tn 00 無く 
る マン お し p" 

共 く ーー の の ポー 人 
へ 小計 富 避 jp か 94J で - 

男 夫 彰 細 ご シン Q ろ つの を 8 
っ し ち 会 計 * 

共 草 TS で も 居 誌 @ 演 人 
N じ 的 選 点 居る じゃ? 
狂 彰 題 一 つ O 品 jp 正 くじ 
に KR こさ CSJSMEE く 9 


し 2 ン -S し か か" 尽 人 る 守 肖 熊 @ 
墨 共 閉じ QS 玉 る 宿 室 SSY 
和 p で 宋 則 穫 @ 二 区 団 責 う 
ペー トー へ 8 ひじ へ 6 
人 の 8FYNEYTY コ 8 
球 五 NM 会 9 和 ひ 回 お し 
る マン” や 室 尺 会 避 郭 ン 光 
Ne-Q し 46? 

葵 ToS 語 で や SS 会 避 
部 る 吉 上 97 愉 一 具 つ 璧 
男 坦 是 < ぶ 光 DS 
部 SQ つき 応 色 部 る 人 SAY 
QA)mRR じ 所 刀 小 せ ” 斉 
半 豆 玖 舞 くし" り で S 半 向き 
SS 部 07 つ SAQ7 
尽 る G 悦 遂 し 1 衣 中 早め つ 
競合 羽 0G 色 盾 じ ツ CN6-Q 
か 8 Sn る 心 恒 8 し 
っ ツン S3 愉 公 で 8 る しか? 
共 二 TS で 釣 語 シン) 坪 公 
SI SLIEE:3 
ポン 8 のか 素 朗 つる 必 
や で Sp 所 妃 居 近く 宮 眉 対 
症 ひ し 2 ろ 忍 うし" 計 め 8 刀 
KEN ベト ニ ド < イ 9 
男 雪 彰 絢 攻 基 ′ 路 半 的 つじ 
ン め る? 筆 9 で 8460 つ て 
共 二 S 回 RW” 足 
前 し め 8 過 84 っ し 所 和 か 


LE 


oi bp モ d 昌 
ー「 信 ニ ロ 青 楽 」 


闘 Hp で 爺 窒 SG 人 豆 し | 選 
紀夫 選 つつ 過 放 (マー 交 欠 選 ) 
豆 ロ こせ こり 本 CR で 朱 O ロ 
Se 吐 窟 中 し 衣 レニ ぶつ ビ ( 赤 )* 
爺 堆 聞 細 更 共 困 で やり 醒 じ 穫 モテ 
こつ 互 そ で ( 螺 )*) ひし ゃ p 路 妃 こ 
マレ セ モ で pp で "に p「 の 糧 
モモ し ゅ 本 人 Q の 衝 こる で 家 曽 し wAG 
マ し セ 3 

壮 Hv で 「 尽 和仁 4 で 」 本 レ 
如 QJ 道北 村 ロ しゃ た を で 昌 
6 で ロー 刷 導 KGp で し 6" 
全 協調 縮 困 で で 7 の 9 ロ 軸 紀 
皆 己 前 ツ レ つ 6 で 6 し "6 府 選 油 
こ 吉 舘 己 人 p で 北 こ くし セパ " 
韻 昌 で 叫 マ 製 じ 足 め 導 ポ レ 
ピン 

名 細 背 細 右 共 棚 代 醤 棋 的 つじ 
セ ( 泉 )* mm 握 6G「 ニ ロ 奨 突 JWP 
由 選 堆 守 し 革 は で Ee く し * 

壮 H む で (人 衣 を で し じ ) 規 
回 人 飲 し 玉 ( 玩 )* 

人 軍記 細 紀 / 党 回 や くし セ モ ^ 
NG6 証 りや こぐ で 苦楽 めじ 
っ @ く し セ " 杏 民 重圧 そる ン トン 
吾 下 つ し トミ キー 公 め 人 
閣 昌 や も で 党 回 し セー 貼 選 
ゴビ 失 守 06 せく 軌 革 末 記 つ 人 や 
っ 意 6G し 制 つ こく し セ ユ で 
EE 3 いさ さこ 
村 選 雇 ご Jp で 員 こ くし レセ "1 
上 層 6 で 絆 人 6U…… 
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井上 さん が 削り 出す イバラ ー ド の 世 | 


How to Create IBLARD 


Photo courtesy of Naohisa Inoue 
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How to Create IBLARD b 1] 
= 1 


How to Create IBLARD 導 
- す 


IBLARD Collecdions 


井上 直久 さん の これ まで の 作品 を まとめ た コー ナー で す 。 
これ まで に 出版 され た も の や すでに 絶版 に な っ て し まっ た も の 、 
デザ イン アイ デア まで さま ざま 。 グ ッ ズ や ゲー ム な ども で ぐ 紹 介し ます 。 
※ 製 造 ・ 販 売 が 終了 し 、 入 手 困難 な 商品 も あり ます 。 


「 ツ ル マ プ レス 」 と いう 
名 を 自分 で 名 付け まし た 。 


画集 『 電 上 直久 作品 集 イ バラ ー ド 1981』 の 
限定 版 の 中 の 押絵 No.291 


も と も と は 釘 策 手書き 、A4 の 紙 で 8 買 の 小さ な 折 
り 本 形式 で 、 一 巧 一 いて は 友人 に 配っ て いま し 
た 。 そ し て 、 最 緒 的 に は 自費 出版 し た 最初 の 画集 に 
『 イ バラ ー ド 消 皿 』 と し て 収録 し まし た 。 


画集 『 電 上 中 久作 品 集 イバラ ー ド 1981』 
ソル マ プ レ ス 自 綿 出版 1981 


1. 画 集 「 イ バラ ー ド 博物 誌 』 架空 社 1993 

2. 画 集 「 空 の 庭 、 星 の 海 イバラ ー ド 博物 誌 和 TI 」 架 空 社 1996 
3. 画 集 「 ジ パン グ の 謀 辺 イバラ ー ド 博物 誌 四 』 架空 社 1999 
4. 画 集 『 こ こ が 、 そ の 街 イバラ ー ド 博物 誌 IV』 架空 社 2003 
5. 画 集 『 水 わく 丘 イバラ ー ド 博物 誌 V』 四 空 社 2008 

6. 両 集 『 思 い 届 く 日 イバラ ー ド 博物 誌 V』 架空 社 2012 絵本 「 イ バラ ー ド の 旅 』 講談 社 1983 


1. 単行 本 『「 イ バラ ー ド 物語 』 背 心 社 1985 
2.3. 単行 本 『「 イ バラ ー ド 物語 ラピュタ の ある 風景 増補 版 & 愛 大 版 背 心 社 1995 
4. 単行 本 『 イ バラ ー ド 物語 ラビ ピュ タ の ある 風景 新装 寺 補 版 青 心 社 2009 (イバラ ー ド 絵 佑 ) 1997 
ロー ル 紙 プリ ンタ ー で 制作 され た 作品 。 横 四 は 8m 超 。 
この 絵 は P157 まで 続い て いま す 。 


1. 大 判 画集 『 世 界 は あな た の コレ クシ ョ ン 』 架空 社 2001 1. ポ スト カー ドブ ッ ク 『 多 届 海 敗 日 』 架空 社 1999 
2. 大 判 画集 『 旅 誘う 光 の 欄 』 架空 社 2014 2. ポ スト カー ドブ ッ ク 『 旅 の 惑星 架空 社 2010 


めげ ゾウ 日 和 


単行 本 『 め げ ソ ゾウ 日 和 絵本 『 星 を か っ た 日 』 画集 『 間 化石 の 街 へ 井上 直久 画 集 』 大 鴨 本 『 パ ロン の くれ た 物語 」 の 物語 』 


井上 忠久 の アク リリ ッ ク 』 困 空 社 2006 サン リオ 2001 映画 『 本 を すま せ ば 』 よ り 
架 光 社 2009 (ジブ リ THE ART シリ ー ズ ) 


スタ ジオ ジブ リ 1995 


ク 「 イ バラ ー ド 物語 』 間 画 『 ド ラゴン ファ イヤ ー』 文庫 『 迷 路 の 街 で 聞い た 話 IBLARD ポス トカ ー ド ブッ ク 
フラ ンス 請 版 KANKO 2008 講 心 社 1987 Traveler's Cuidebook』 『 め げ ゾ ウ の いた 画集 & 
講談 社 プ ラス アル ファ 文庫 2002 ポス トカ ー ド ブッ ク 』 サン リオ 
2001 


フラ ンス 昔 版 「 イ バラ ー ド 物語 』 の カッ ト の 一 部 。 


届 
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『Barn Stormeri 

LP レコ ー ド 12 イン チ 般 <E4244> 

自主 制作 盤 ギタ ー に よる 独演 集 1983 
Produced by Tdio Los Aires 

Recorded at 456 studio.lbaraki 

Engineered by Masao Kida 

Sound co-ordinator- lsato Nakagawa 

Cover ar Naohisa Inoue 

Liner art Katsuhisa Toda, Erika Hayashi, Takako Houei Hiroshi 
Hata, Naohisa Inoue 

Photography and Art direction: Katsuhisa Toda 


CD.ROM 『 イ バラ ー ド の 世界 」 シ ン フ ォ レ スト 1998 


DPPYYTY 
Visicns of IBLARD 


CD-ROM 『 イ バラード を 見 た 日 Visions of BLARD』 CD-ROM 『 イ バラ ー ド を 見 た 日 Visions of IBLARD』( サ ンプ ル ) 
株 式 会 社 アー トス ペー ス 2003 株 式 会 社 ア ー ト スペ ー ス 


EAST 


Play Station CD ゲー ム ・ ミ ュー ジッ ク イメ ー ジ ・CD アル バム 
『 イ バラ ー ド ラピュタ の 解る 街 』 『 イ バラ ー ド - ラビ ュ タ の 解る 特 』 『 イ バラ ー ド ー イ バラ 物 誌 より 一 未来 MUSIC』 
シス テム サコ ム 1997 ワン ダー スピ リッ ツ 1997 徳間 ジャ パン コミ ュ ニ ケー ショ ンズ 1995 


TIBLARD Collecdons 


VHS ・ カ ラー・ ス テレ オ H i F i『 イ バラ ー ド の 旅 』 

時 間 : 45 分 

井上 直久 

主演 : 浜 丘 麻 矢 

潤 出 、 脚 本 : 伊藤 正美 

サウ ンド デザ イン : TSP 

ハイ ビジ ョ ン 撮 影 、CG 監修 : ソニ ー PCL 

スタ ジオ 撮影 : テイ クシ ステ ムズ 

制作 ・ 著 作 : テレ ビ 彰 日 /1999 年 3 月 ・BS ハイ ビジ ョ ン 放 映 作品 


DVD & Blue-ray 『 イ バラ ー ド 時 間 』 
ウォ ルト ・ デ ィ ズ ニー・ ジ ャ パン 株 式 会 社 
2007 


キー ホル ダー (めげ ゾウ 、 ハ ネ め げ 、 ノ ナ 、 
スコ ッ ペ ロ 、 メ ー キ ン ソ ー、 多 内 海 、 惑 市 電 ) 
株式 会 社 ア ー ト スペ ー ス 


ー ス 主催 の イバラ ー ド 
ジグ ソー パズル 1000 ビー ス 51.5 cm X 72.8 cm 還 9 ス 王 催 の イバラ ー ド 展 で の 
EiWW 久 KONAMI 1993 品 と 参加 


めげ ゾウ ぬい ぐる み お 手玉 に な っ た メー キン ソー と スコ ッ ペ ロ 
テレ ビ 間 日 ジブ リ 美 術 館 2015 
1997 


シン クラ ボラ トリ ー 杉山 誠 『3-D イバラ ー ド 』 人 架空 社 1998 
イバラ ー ド 屋 で の プレ ゼン ト グ ッ ズ な ンク ラボ ラ ト リ ー 艇 山 誠 『3-D イバラ ー ド 2』 架空 社 1998 


めげ ゾウ 館 


高校 教師 退職 後 、 カ ね リフォ ルニア に ある 「 加 州 日 本 語 
学園 協会 」 か ら の 依頼 で イラ スト を 制作 。1・2 年 生 用 、 
2・3 年 生 用 、 そ し て 5 年生 用 の 教材 に イラ スト を 描 
まま し た 。 犬 は 犬 種 が わか りや すい よう に 、 子 供 は 学 
年 別に 年 齢 相応 に 、 な ど た く さん の 注文 が あり まし た 。 
その お か げ て で 漫画 執筆 の 際 、 役 に 立ち まし た 。 


加 州 日 本 語学 園 協会 

(CAJLS : California Association of 
Japanese Language Schools) の 5 年 生 用 の 
「 わ た し 遅 の 日 本 語 」 挿絵 1992 


僕 の 孫 の プ レ ゼ ント 用 に 
作っ た 包装 紙 で す 。 


藤 除 会 と いう 、 大 阪 府立 存 


藤 際 会 誌 藤和 の 会 


フー 表紙 の 挿絵 1992 
Sa | 


1 


I ] 
オリ ジ ナ ル 郵 便 ハガキ 


0 の の 2 の 


の > あの 介 人 の ゅ … 全 融 
c 人参 @ ら っ @② 参 


普通 の 石 に 陰影 を 絵 内 で つけ 、 NewYork 屋 の 記念 バッ ジ 2004 


めげ ゾウ に 見 える よう に し た も の 


近所 に モグ ラ 塚 が あり 、 当 時 幼稚 園児 だ っ た 息子 
と 、 バ ケツ と スコ ッ プ を 持っ て 、 モ グラ 堀 り に 行 
きま し た 。 その 思い 出 を 元 に 描い た 作品 で す 。 
漫画 『 イ バラ ー ド 物語 』 に 続い て ます ね 。 


僕 銅 芸術 家 の 堀田 節 也 さん 


作 の 額 に 絵 を 入れ まし た 。 


《 フ ェ ア の 消 ) 


《 宰 飾り の 少女 パ 培 と 少女 ) 


TBLARD Collecdons 


ゲー ム 製 作 の 作図 


| ラプ ン ツ ェ ル の 塔 の 中 の イメ ー ジ 案 


る の ん 】 
かかれ 


NN うい (Crt R 
Sn 恋 を 


て キル 
(同和 々 
表 り 7 ひか? 
イーF9 先 
(4. 7 名 7 る 、 
7 
もい)7 て で 
(が Cu27 


SN 
サリ 


ペン 描 ま の 老人 は 、 高 所 時 代 、 同 全 の 先生 か ら の 「 パ ソコ ン 
の ロー ルプ レイ ング ゲー ム を 作っ て みよ う 」 と の 提案 で 描い た 
の クー 失 で の 人 URLAU2UI 側 の 展示 用 、 際 の 家 で で きた 仙 を 正 ら せる た め の 、 市 袖 
修学 院 、 ブ ティ ッ ク ・ ミ ネ で の 4 人 展 に 出展 し た 作品 で す 。 負 

委 描 ま の 老人 は 、 漫 画 『 イ バラ ー ド 物 笑 』 を 出版 し た 後 ぐ らい に 、 
柄 編 の キャ ラク ター 候補 と し て 描い た 遊び スケ ッ チ で す 。 


和合 

ーー と た 
rr 『 昌 を か っ た 日 』 の 

シミ ュ レ ーション ゲー ム の 


アイ デア 案 


Dr 
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TIBLARD Collecgons 


ぇ / 


v 


昌 


漫画 『 イ バラ ー ド 物語 』 の 15 ペー ジ の 貴重 な 線画 。 一 コマ の 絵 を 描い た ら 、 次 、 と 最初 に 描い 
た 絵 か ら スト ー リ ー を 次 々 と 考え て いく スタ イル の 電 上 さん 。 後 か ら 「 よ いこ の 混 画 入門 」 の よ 
うな 本 を 読み 、 最 初 に スト ー リ ー 全 体 を 考え て か ら 描く ん だ と 初め て 知っ て 、 驚 いた そう で す 。 
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株 式 会 社 スタ ジオ ジブ リ 、 株 式 会 社 ア ー ト スペ ー ス 、 ホ ル ベ イ ン 株 式 会 社 、 111 ペー ジ 、 宮 脇 周作 さん の イン タビ ュー 内 に お きま し て 、 井 上 さん が ル 
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固 通 寺 、 学 校 法人 専門 学校 東京 ビジ ュ ア ルアー ツ 、 13 行 目 ご )。 が 、 後 日 井上 さん より 、《「 ク リム ソン ・ レ ー キ 」 と いう 色 が 
宮崎 臓 さ ん 、 鈴 木 敏夫 さん 、 野 中 晋 輔 さん 、 男 塵 和男 さん 、 た むら し げ る さん 、 出来 た ば か り の 頃 、 こ れ を 使っ た ルノアール の 絵 を 、* 赤 す ぎる ん じゃ な 
北見 隆 さ ん 、 中 村 由 利子 さん 、 松 尾 清 憲 さん 、 小 室 和 之 さん 、 宝 永 た か こさ ん 、 いか "と 言っ た 人 に 、*" その うち 裸 せ て ちょ うど よく な る "と ルノアール 
内 堀 法 地 さん 、 福 岡 敏郎 さん 、 西 須 由 紀 さ ん 、 前 野 眞 さん 、 宮 脇 周作 さん 、 が 返し た 、 と いう の は 話し た 記憶 が あり ます が ……》 と いう ご 指摘 が あり 
後藤 隆 さ ん 、 近 清武 さん 、 伊 藤 影 宏 さ ん 、 小 杉 弘 明 さ ん 、 春 日 敏夫 さん 、 桂 悟郎 さん 、 まし た が 、 今 な お 心 に 留め て いる エピ ソー ド と し て お 話 い た だ いた 宮脇 さ 
小谷 美 慕 子 さん 、 井 上 博子 さん 、 高 山 太郎 さん 、 こ ば や し みゆ き さ ん 、 ん の ご 記憶 を 尊重 し 、 取 材 時 の 発言 に 則 し た 内 容 で 掲載 いた し まし た 。 
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